
「
一
谷
鰍
軍
記
」

一
段
目
考

　
宝
暦
元
年
＾
一
七
五
一
）
十
二
月
豊
竹
座
初
減
「
一
谷
燃
軍
記
」
に
つ
い
て
、

宝
暦
期
の
伝
承
を
記
録
し
た
と
み
ら
れ
る
『
浄
瑠
璃
譜
』
『
義
太
夫
執
心
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

『
並
木
正
三
一
代
噺
』
は
、
い
ず
れ
も
三
段
目
ま
で
を
並
木
宗
輔
作
と
す
る
。

作
品
を
読
ん
で
も
、
三
段
目
ま
で
と
四
段
目
以
後
で
、
筆
力
の
遠
い
は
一
目
瞭

然
で
あ
り
、
戯
曲
構
成
面
で
も
、
初
段
、
一
．
一
段
目
前
半
、
三
段
目
の
、
敦
盛
・

熊
谷
劇
に
つ
い
て
は
、
各
段
各
場
の
結
び
つ
き
が
緊
密
で
、
宗
輔
以
外
の
手
が

入
る
余
地
は
認
め
難
い
。

　
た
だ
そ
の
構
成
上
の
緊
密
さ
と
は
別
に
、
作
者
が
初
・
三
段
目
と
、
二
段
目

と
で
、
意
識
的
に
別
趣
の
作
劇
法
・
修
辞
を
州
い
て
い
る
点
は
注
惹
す
べ
き
で

あ
る
。

　
＝
谷
嫌
軍
記
」
初
段
二
一
段
目
・
三
段
目
各
段
に
、
「
顯
越
」
と
い
う
地
名

が
出
て
く
る
。
現
在
、
神
戸
竜
鉄
の
駅
名
に
も
あ
る
地
名
で
あ
る
。

　
け
ん
モ
　
　
　
　
　
巾
だ
ん
　
　
　
　
　
ひ
上
ど
o
こ
へ
　
　
吉
つ
　
　
　
吉
か
お
と

①
険
阻
を
頼
ミ
の
池
断
を
見
合
せ
。
鵯
越
よ
り
真
下
り
。
逆
落
し
に
責
入
ラ

　
　
　
　
　
　
ニ
谷
燃
耶
記
」
二
段
目
考

内
　
山
　
美
樹
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
ゆ
O

　
ば
。
あ
は
て
ふ
た
め
く
平
家
の
一
類
。
討
チ
取
ル
は
手
裏
に
有
リ
　
（
初
段
大

　
序
、
義
経
の
言
葉
）
。

　
　
　
　
　
　
　
た
て
，
』
も
　
　
　
　
†
　
ま
　
　
た
い
o
　
　
よ
う
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど

②
平
家
の
一
チ
門
楯
寵
る
。
須
磨
の
内
裏
の
要
害
。
前
は
海
上
は
け
は
し
き
鵯

　
り
こ
へ

　
越
。
（
三
ノ
ロ
、
冒
頭
の
一
部
）

　
　
　
　
　
た
て
，
』
も
　
　
　
て
つ
か
い
　
　
　
み
わ
ひ
よ
ど
o
1
』
へ
　
　
せ
｛

③
今
平
家
の
楯
寵
る
鉄
禍
が
峯
鵯
越
を
責
落
す
大
将
は
有
ル
ま
い
物
。
一
三

　
ノ
切
、
弥
陀
六
の
宗
清
の
言
葉
）
。

②
は
謡
曲
「
通
盛
」
の
「
そ
も
そ
も
此
一
の
谷
と
巾
す
に
。
前
は
海
、
上
は
喰

し
き
鵯
越
」
の
引
用
で
あ
る
。
①
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
一
、
並
木
宗
輔

＾
千
柳
）
の
竹
本
座
で
の
第
一
作
「
軍
法
宮
士
兄
西
行
」
五
段
目
「
源
平
花
合

　
　
　
モ
も
モ
も
　
　
　
　
　
た
て
二
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
ぎ
　
　
吐
o
ま

戦
」
で
「
抑
平
家
の
楯
寵
る
。
一
チ
の
谷
の
城
と
い
っ
ぱ
。
前
に
は
擁
る
播
磨

な
だ
　
　
＾
’
し
ろ
　
　
上
己
か
」
止
百
ひ
よ
＾
ど
リ
，
』
へ

灘
。
後
は
喰
敷
鵯
越
」
。
と
い
う
平
家
の
要
害
を
見
下
し
た
義
経
が
士
卒
に

　
　
　
叶
ん
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
だ
ん
あ
o
｛
う
み
　
　
　
　
　
て
だ
て

向
い
「
喰
岨
を
頼
ム
山
寄
七
は
敵
の
油
断
有
磯
海
。
深
き
術
を
め
ぐ
ら
す
に
是

　
　
　
　
ぜ
つ
」
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど
－
’
』
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
己
か
お
と

よ
り
上
の
切
所
に
か
・
り
。
鵯
越
を
ま
つ
下
り
逆
落
し
に
落
さ
ん
」
と
あ
る

文
に
修
正
を
加
え
た
も
の
。
「
源
平
花
合
戦
」
は
、
鴇
越
坂
落
し
、
熊
谷
敦
盛

紅
討
、
扇
の
的
、
鍛
引
の
名
場
面
を
取
り
合
わ
せ
た
最
箏
風
の
一
段
で
あ
る
。

「
軍
法
富
士
見
西
行
」
の
執
筆
分
担
は
、
一
・
二
・
三
段
目
が
並
木
宗
輔
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一



段
目
が
竹
田
小
出
雲
（
二
代
目
出
雲
）
・
小
川
半
平
と
考
え
ら
れ
、
常
識
的
に

は
五
段
目
も
後
の
二
人
の
は
ず
で
あ
る
が
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
と
の
文
章
上
の

関
連
が
深
く
、
並
木
宗
輔
の
旧
作
「
奥
州
秀
衛
有
塙
静
」
ニ
ノ
ロ
の
文
章
と
対

応
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
宗
輔
作
＾
ま
た
は
添
削
）
と
み
な
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
平
家
物
語
諦
本
に
お
け
る
「
鵯
越
」
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
間
に
論

議
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
稿
「
「
組
討
」
「
陣
雇
」
と
平
家
物
語
」
＾
本

誌
3
8
号
）
で
取
り
上
げ
た
児
玉
竜
一
「
「
一
谷
鰍
軍
記
」
孜
」
（
『
演
劇
学
』
3
2
）

で
須
磨
関
係
の
検
討
に
閉
い
た
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
『
兵
庫
名
所
記
』

に
、
「
鵯
越
」
に
つ
い
て
は

　
　
兵
庫
よ
り
北
西
夢
野
よ
り
南
二
丁
坂
口
な
り
播
磨
の
国
三
木
室
山
へ
至
る

　
　
所
也
一
谷
鉄
禍
が
峰
の
半
腹
北
よ
り
南
に
ひ
ら
き
出
る
所
な
り
（
下
略
）

と
記
す
。
ま
た
水
原
一
校
注
『
平
家
物
語
』
＾
新
潮
古
典
集
成
）
の
「
鵯
越
」

補
説
に
は

　
　
　
　
　
　
中
た
ぺ

　
　
摂
津
の
国
八
部
郡
夢
野
（
現
神
戸
市
兵
庫
区
）
か
ら
六
甲
山
脈
を
高
尾
山

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
書

　
　
の
西
で
越
え
、
藍
那
を
経
て
播
磨
の
国
芙
嚢
郡
三
木
＾
現
三
木
市
）
方
面

　
　
へ
向
う
閉
遣
の
特
に
藍
那
辺
ま
で
の
山
路
を
い
う
の
で
あ
る
。
延
慶
本
・

　
　
四
部
本
は
義
経
の
進
路
の
中
で
こ
の
地
名
を
正
し
く
用
い
て
い
る
が
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
が
い

　
　
本
は
混
乱
し
、
ま
た
全
く
誤
っ
て
鵯
越
を
一
の
谷
の
城
の
背
後
の
断
崖
の

　
　
名
と
し
て
し
ま
う
（
中
略
）
。
＾
義
経
は
）
鵯
越
を
抜
け
切
ら
ず
、
六
甲
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
か
い

　
　
脈
を
越
え
た
所
か
ら
西
へ
山
伝
い
に
辿
り
、
一
の
谷
の
上
方
鉄
禍
ケ
峰

　
　
（
海
抜
二
三
八
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
急
峻
を
駆
け
下
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
一

と
あ
る
。
『
山
田
郷
土
誌
　
第
二
篇
』
＾
昭
和
五
十
四
年
刊
）
「
源
義
経
行
軍
伝

説
経
路
の
箏
」
に
報
告
す
る
丹
波
・
播
磨
経
由
一
谷
後
方
実
地
踏
査
の
報
告
も

　
　
『
平
家
物
語
』
（
流
布
本
。
内
山
注
）
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
「
鵯
越
に

　
　
打
上
っ
て
」
と
い
う
あ
の
実
感
は
、
ま
さ
に
鉄
相
山
の
頂
上
だ
と
判
っ
た
。

　
　
と
い
う
こ
と
は
、
藍
那
か
ら
軸
越
を
越
え
、
遣
を
右
に
と
っ
て
、
騎
馬
隊

　
　
を
走
ら
せ
、
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
西
に
来
て
鉄
禍
山
に
駆
け
登
っ
た

　
　
…
そ
の
間
の
行
軍
を
「
鵯
越
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
。
近
世
の
地
誌
も
、
現
代
の
『
平
家
物
語
』
研
究
も
、
神
戸
市
北
区
の

山
田
郷
土
市
編
集
委
員
全
に
よ
る
実
地
脇
査
も
、
「
鵯
越
」
を
丹
波
路
か
ら
平

家
の
陳
を
攻
略
す
る
際
の
、
一
谷
の
背
後
、
鉄
禍
が
峰
へ
の
遣
筋
と
し
て
把
握

す
る
。
軍
記
に
閉
る
い
近
世
の
著
述
は
こ
の
こ
と
を
承
知
し
て
「
じ
ゆ
え
い
の

い
に
し
へ
、
源
の
よ
し
つ
ね
一
の
た
に
、
て
つ
か
い
の
峯
を
を
と
し
し
と
き
」

＾
『
信
長
記
』
）
と
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
L
ろ
ひ
よ
ど
リ
’
』
え

　
け
れ
ど
も
平
家
物
語
流
布
本
等
の
語
り
本
系
で
は
「
一
の
谷
の
後
鵯
越
を

落
さ
ん
と
て
」
（
流
布
本
九
棚
）
等
「
鵯
越
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
さ
な
が
ら

「
坂
落
し
の
現
場
そ
の
も
の
の
よ
う
な
不
当
な
使
い
方
を
さ
れ
」
＾
冨
倉
徳
次
郎

『
平
家
物
語
全
注
釈
』
）
「
「
鵯
越
の
坂
落
」
と
い
う
妙
な
こ
と
ば
」
が
生
ま
れ
、

一
谷
箪
記
は
「
鵯
越
の
坂
落
」
諏
抜
き
に
は
成
り
立
た
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
」
へ

　
　
て
つ
か
い
が
峯
ひ
よ
ど
り
越
。
坂
お
と
し
の
計
略
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
須
与
市
西
海
硯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど
り
ご
へ
　
　
　
　
　
　
害
か
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
吐
か
り
こ
と

　
　
て
つ
か
い
が
だ
け
鵯
越
一
干
の
谷
の
逆
落
し
。
手
ば
し
か
き
謀



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
）

と
い
っ
た
折
衷
的
表
現
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
の

立
作
者
は
並
木
宗
輔
で
あ
る
。
右
の
「
鵯
越
坂
お
と
し
」
及
び
「
源
平
花
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど
り
’
』
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
か
お
と

戦
」
（
軍
法
當
士
見
西
行
）
の
「
鵯
越
を
ま
つ
下
り
逆
落
し
に
」
で
は
、
や

は
り
鵯
越
を
坂
落
し
の
現
場
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
但
し
「
源
平
花
合

戦
」
は
夢
の
場
と
い
う
条
件
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
）
。

　
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
「
軍
法
富
士
見
西
行
」
で
「
鵯
越
」
に
関
す
る
流
布
本

の
地
理
上
の
不
正
確
さ
を
継
承
し
て
き
た
宗
輔
は
「
一
谷
鰍
軍
記
」
三
の
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ー
』
も
　
　
　
て
つ
か
い
　
　
み
わ
ひ
よ
ど
o
“
』
へ
　
　
せ
出

至
っ
て
、
③
「
今
平
家
の
楯
寵
る
鉄
柵
が
峯
鵯
越
を
責
落
す
大
将
」
と
「
坂

落
」
の
語
を
胴
い
ず
『
信
長
記
』
の
文
例
と
同
様
、
平
家
物
語
の
文
章
に
依
存

せ
ず
、
実
際
の
地
名
だ
け
を
㎜
い
て
義
経
の
一
谷
の
背
後
作
戦
を
述
べ
る
。
大

序
①
で
は
確
か
に
、
観
客
に
馴
染
み
の
あ
る
「
鵜
越
」
「
逆
落
し
」
と
い
う
一
言

葉
は
使
う
が
、
決
し
て
「
鵯
越
の
逆
落
し
」
と
は
言
わ
な
い
。
「
源
平
花
合
戦
」

＾
軍
法
）
の
文
章
を
州
い
な
が
ら
、
流
布
本
に
直
結
す
る
「
鵯
越
を
ま
つ
下
り

逆
落
し
に
」
を
、
源
平
盛
衰
記
の
「
三
千
よ
き
は
ひ
よ
ど
り
ご
え
よ
り
を
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど
リ
こ
「
皇
つ
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
お
と

あ
は
せ
て
せ
む
」
を
踏
ま
え
て
「
軸
越
よ
り
真
下
り
。
逆
落
し
に
」
と
改
め
、

「
鵯
越
」
を
、
ま
さ
し
く
一
谷
背
後
の
山
に
至
る
逝
筋
と
と
ら
え
直
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
助
詞
一
・
二
字
の
改
変
で
あ
る
が
、
一
七
四
五
年
の

「
軍
法
宙
士
兄
西
行
」
の
「
鵯
越
を
」
を
、
一
七
五
一
年
の
「
一
谷
燃
軍
記
」

で
「
鵯
越
よ
り
」
と
改
め
た
こ
と
の
意
昧
は
大
き
い
。
作
者
は
「
一
谷
鰍
軍

記
」
初
段
と
三
段
目
で
は
、
敦
盛
最
後
を
め
ぐ
る
歴
史
の
隠
さ
れ
た
真
柵
を
語

る
命
題
の
も
と
に
、
流
布
本
「
平
家
物
語
」
と
「
源
平
盛
衰
記
」
の
文
章
を
選

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
嚇
軍
記
」
二
段
目
考

別
し
、
正
確
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
†
　
皇
　
　
　
た
い
o
　
　
　
よ
う
が
い

　
と
こ
ろ
が
そ
の
作
者
が
、
二
段
目
で
は
②
の
「
須
磨
の
内
裏
の
要
害
。
前
は

う
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
ど
o
，
』
へ

海
上
は
け
は
し
き
鵯
越
」
と
、
語
り
本
系
の
不
正
確
な
叙
述
を
謡
曲
の
ま
ま

州
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
段
目
前
半
が
、
後
世
平
家
物
語
で
語
ら
れ
、
謡
曲

で
謡
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
敦
盛
最
後
劇
を
、
熊
谷
と
小
次
郎
が
、
劇
中
劇
的
に
演

ず
る
一
段
で
あ
る
か
ら
、
設
定
は
平
家
物
語
と
そ
れ
に
続
く
一
般
的
伝
承
通
り
、

の
建
て
前
を
と
り
、
現
実
的
検
証
を
あ
え
て
行
わ
な
い
の
で
あ
る
。
作
者
は
熊

谷
・
敦
盛
を
め
ぐ
っ
て
、
実
は
こ
れ
こ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
近
世
的
解
釈
を
、

二
段
目
に
は
一
切
表
に
出
さ
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
初
段
と
三
段
目
で
行
わ
れ

る
。
二
段
目
「
組
討
」
に
は
、
近
世
劇
化
を
抑
制
し
、
平
家
物
語
・
謡
曲
の
世

界
に
終
始
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
る
。

二

　
平
家
物
語
的
世
㎜
介
に
よ
る
統
一
は
、
二
段
目
後
半
「
林
住
家
　
流
し
の
枝
」

の
段
に
も
及
ぶ
。
こ
の
段
は
、
筋
の
つ
な
が
り
だ
け
み
れ
ば
、
一
・
三
段
目
及

び
二
段
目
前
半
と
別
の
作
者
で
あ
っ
て
も
不
都
合
は
な
く
、
一
場
の
劇
構
成
も
、

い
わ
ゆ
る
並
木
宗
輔
流
の
推
理
劇
的
作
法
は
、
と
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も

忠
度
の
「
さ
．
・
波
や
志
賀
の
都
は
あ
れ
に
し
を
、
昔
な
が
ら
の
山
桜
か
な
」
と

い
う
歌
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
、
古
典
芙
の
詠
嘆
が
、
前
半
の
「
組
討
」
1

1
敦
盛
姑
後
1
と
一
対
と
な
っ
て
、
二
段
目
の
平
家
物
語
的
世
界
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
の
作
者
も
、
宗
輔
と
認
め
ら
れ
る
。
一
七
五
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三



の
時
点
で
、
そ
の
よ
う
な
中
世
文
芸
と
の
深
い
関
わ
り
に
お
い
て
作
劇
作
文
を

な
し
ラ
る
浄
瑠
璃
作
者
は
、
並
木
宗
輔
の
ほ
か
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
平
家
物
語
的
世
界
　
　
甚
だ
漠
然
と
し
た
述
語
で
あ
る
。
前
稿
「
「
組
討
」

「
陣
屋
」
と
平
家
物
語
」
で
は
平
家
物
語
と
い
う
作
品
名
を
使
用
す
る
際
に

『
　
』
な
し
に
平
家
物
語
と
記
す
場
合
は
『
源
平
盛
衰
記
』
を
含
む
平
家
物

語
全
般
を
さ
し
、
普
名
が
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
こ
と
を
特
記
す
べ
き
時
は
、

何
々
本
と
冠
す
る
か
、
ま
た
は
『
　
』
と
付
す
、
と
こ
と
わ
っ
た
。
本
稿
も

同
様
で
あ
る
。
前
稿
で
と
り
上
げ
た
長
門
本
な
ど
の
扱
い
に
未
解
決
の
点
は
あ

る
と
。
し
て
も
、
と
も
か
く
複
数
の
平
家
物
語
と
そ
れ
に
準
ず
る
巾
世
的
文
芸
資

料
が
、
「
一
．
谷
鰍
軍
記
」
の
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。

　
だ
が
、
あ
る
戯
曲
が
先
行
文
芸
や
資
料
を
素
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
、
即

そ
の
先
行
文
芸
、
資
料
の
世
界
を
共
有
す
る
こ
と
、
に
は
な
ら
な
い
。
盛
衰
記

の
説
話
や
語
句
は
、
源
平
軍
記
物
以
外
の
時
代
浄
瑠
璃
で
も
使
わ
れ
る
。
ま
た

た
と
え
ば
、
近
松
の
「
平
家
女
護
島
」
二
段
目
は
、
源
平
盛
衰
記
の
、
俊
寛
が

赦
免
に
洩
れ
島
に
と
り
残
さ
れ
る
話
や
、
成
経
が
島
の
娘
と
契
る
話
を
素
材
と

し
、
謡
血
「
俊
寛
」
の
詞
章
を
と
り
入
れ
た
、
紛
れ
も
な
い
平
家
物
語
物
で
あ

る
が
、
作
者
が
新
た
に
掲
げ
た
主
題
－
1
・
俊
寛
を
め
ぐ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ

ク
な
愛
の
悲
劇
－
は
、
平
家
物
語
の
原
語
と
は
別
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。

　
で
は
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
は
、
何
を
も
っ
て
平
家
物
語
的
世
界
を
有
す

る
と
み
な
し
得
る
か
。
二
段
目
前
半
「
陣
門
・
組
討
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で

作
者
が
複
数
の
平
家
物
語
と
こ
れ
に
準
ず
る
巾
世
文
芸
資
料
（
謡
曲
・
幸
若
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四

か
ら
、
非
常
に
き
め
こ
ま
か
な
作
業
に
基
く
語
句
の
摂
取
を
行
い
、
単
に
古
典

の
語
句
を
と
り
入
れ
る
と
い
う
程
度
を
越
え
て
、
も
う
一
つ
の
平
家
物
語
を
再

構
成
す
る
如
き
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
で
は
二
段
目
後
半
「
林
住
家
流
し
の
枝
」
に
つ
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

「
林
住
家
の
段
」
に
は
、
後
述
の
如
く
「
陳
門
・
組
討
」
と
は
対
照
的
に
、
平

家
物
語
・
謡
曲
か
ら
の
語
句
の
直
按
的
摂
取
は
、
極
度
に
少
な
い
。
筋
立
て
の

上
で
は
、
勿
論
、

　
叩
　
薩
摩
守
忠
度
が
都
落
に
際
し
、
三
位
俊
成
に
歌
の
一
巻
を
托
し
、
死
後

　
　
「
さ
ざ
浪
や
」
の
一
首
が
読
み
人
知
ら
ず
と
し
て
千
載
集
に
入
集
す
る

　
　
（
流
布
本
で
は
巻
七
）
。

　
乙
　
薩
摩
守
忠
度
が
一
谷
合
戦
で
岡
部
六
弥
太
と
組
み
討
ち
、
片
腕
を
切
ら

　
　
れ
て
討
死
す
る
。
簾
に
付
け
ら
れ
た
「
行
幕
れ
て
」
の
歌
か
ら
忠
度
と
知

　
　
れ
る
（
巻
九
一
。

　
丙
　
忠
度
と
愛
人
と
の
、
小
袖
と
歌
の
応
答
＾
巻
五
）
。

な
ど
の
平
家
物
語
説
語
（
内
容
的
に
は
盛
衰
記
も
長
門
本
も
大
差
な
し
）
が
踏

ま
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
近
松
の
「
千
載
集
」
や
文
耕
堂
ら
の
「
須
磨
都
源
平

螂
閥
」
で
も
、
既
に
こ
の
叩
乙
丙
は
脚
色
さ
れ
て
お
り
「
一
谷
嫉
軍
記
」
の
作

者
が
、
こ
れ
ら
を
新
た
に
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
訳
で
は
な
い
。
語
句
の
上

で
も
筋
立
て
の
上
で
も
、
原
典
の
平
家
物
語
的
と
の
具
体
的
な
繁
り
が
、
さ
ほ

ど
直
按
的
で
な
い
と
す
れ
ば
、
何
を
も
っ
て
「
林
住
家
」
を
含
む
二
段
目
全
体

に
平
家
物
語
的
世
界
に
よ
る
統
一
が
あ
る
と
認
め
う
る
か
。

　
並
木
宗
助
・
安
田
蛙
文
の
合
作
に
「
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
」
（
享
保
一
五
年
、



一
七
三
〇
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
流
布
本
平
家
物
語
の
「
横
笛
」
か
ら
「
維

盛
の
入
水
」
ま
で
の
維
盛
諏
と
「
藤
戸
」
を
軸
に
、
「
戒
文
」
「
三
日
平
氏
」
を

含
め
た
、
巻
十
の
主
と
し
て
後
半
に
、
大
胆
な
脚
色
を
加
え
た
も
の
で
、
巻
三

の
「
金
渡
」
諏
、
巻
十
二
の
「
六
代
」
諏
を
含
む
も
の
の
、
基
本
的
に
人
物
関

係
等
を
巻
十
に
限
り
（
な
い
し
引
き
寄
せ
）
、
平
家
の
大
将
軍
は
維
盛
、
源
氏

の
大
将
軍
は
範
楓
以
外
、
登
場
し
な
い
。
維
盛
が
平
家
小
島
軍
の
総
帥
と
し
て

敗
戦
を
兄
届
け
、
宝
剣
を
帯
し
て
入
水
す
る
と
い
う
、
原
話
と
異
な
る
筋
立
て

で
あ
る
が
、
巻
十
の
維
盛
・
重
衡
を
め
ぐ
る
昭
導
的
主
題
は
、
一
二
一
・
三
・

四
段
目
を
貰
く
伊
加
只
平
内
左
衛
門
と
小
棚
麻
郡
司
の
罪
業
か
ら
の
救
済
希
求
に
、

形
を
変
え
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。
並
木
宗
輔
が
流
布
本
の
巻
単
位
の
構
想
を
意

識
し
た
脚
色
を
享
保
期
か
ら
行
っ
て
い
る
点
で
注
目
す
べ
き
作
で
あ
る
。

　
こ
の
「
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
」
の
流
布
本
巻
十
摂
取
の
方
法
が
、
巻
九
で
、
よ

り
凝
締
し
た
形
で
行
わ
れ
た
の
が
「
一
谷
燃
軍
記
」
二
段
目
で
あ
る
。
左
に
流

布
本
巻
九
後
半
、
生
田
・
一
谷
合
戦
記
の
章
段
と
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目

と
共
通
の
人
名
を
、
対
照
し
て
拙
げ
る
。

＾
A
が
「
一
谷
燃
軍
記
」
の
敦
盛
・
熊
谷
劇
閑
係
、
B
が
忠
度
劇
閑
係
。
□
■

は
二
段
目
に
直
按
登
場
し
な
い
が
閑
係
の
深
い
人
物
。
但
し
「
梶
原
」
は
平
家

物
語
で
は
妖
時
と
源
太
・
平
次
の
父
子
三
人
、
「
一
谷
燃
軍
記
」
は
平
次
の
み

が
登
場
す
る
。
）

「
一
谷
蝋
球
記
」
二
段
目
考

A
B

熊
谷
・
小
次
郎
・
平
山

一
梶
原
（
父
子
）
一

一
義
経
一

忠
度
・
六
弥
太

一
重
衡
・
成
皿
長
一

敦
盛
・
熊
谷

一
知
盛
・
知
章
一

流
布
本
段
名

　
一
二
の
懸

　
二
度
の
懸

　
坂
落

　
盛
俊
最
後

　
忠
度
最
後

　
重
衡
虜

　
敦
盛

　
濱
軍

　
ま
ず
熊
谷
・
敦
盛
謁
が
、
忠
度
諏
の
前
後
に
置
か
れ
る
形
自
体
が
「
一
谷
鰍

軍
記
」
二
段
目
か
ら
三
段
目
に
か
け
て
の
構
成
と
対
応
す
る
。
た
と
え
ば
「
一

谷
鰍
軍
記
」
の
先
行
作
「
須
磨
都
源
平
螂
閥
」
（
享
保
一
五
年
）
も
熊
谷
・
敦

盛
諏
と
忠
度
諏
を
並
行
さ
せ
る
が
、
右
の
如
き
平
家
物
語
章
段
構
成
と
の
対
応

関
係
は
、
全
く
兄
ら
れ
な
い
。

　
□
■
の
人
物
に
つ
い
て
説
明
を
補
足
す
る
と
、
「
林
住
家
」
で
は
平
家
の
大

将
は
忠
度
し
か
登
場
し
な
い
が
、
林
の
言
葉
に
あ
る
「
不
所
存
」
な
夫
、
放
蕩

息
子
太
五
平
の
父
親
が
、
重
衡
を
裏
切
っ
た
後
藤
兵
衛
盛
長
で
あ
る
こ
と
が
四

段
目
で
明
ら
か
に
な
る
＾
当
然
宗
輔
生
前
か
ら
こ
の
筋
は
立
っ
て
い
た
は
ず
）

の
で
「
忠
度
最
後
」
と
「
重
衡
虜
」
は
「
林
住
家
」
の
典
拠
と
し
て
表
裏
一
体

を
な
す
。
重
衡
の
生
揃
り
と
の
一
体
化
を
念
頭
に
置
く
と
、
「
林
住
家
」
で
忠

度
が
、
梶
原
の
二
告
の
繋
を
知
一
て
、
「
敵
に
か
こ
ま
れ
や
み
く
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
五



　
　
と
ら
れ

生
ケ
揃
ん
」
と
く
や
み
、
六
弥
太
の
厚
志
に
酬
い
る
た
め
に
「
サ
ア
。
よ
つ

　
な
は
て
縄
か
け
ら
れ
よ
」
と
自
ら
生
捕
ら
れ
よ
う
と
す
る
の
が
、
無
理
な
く
理
解
で

き
る
。
近
世
の
武
士
逝
感
覚
か
ら
は
、
こ
う
い
う
場
面
で
、
討
た
れ
る
か
、
自

害
を
考
え
る
の
が
普
通
＾
〕
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
四
段
目
参
照
）
で
、
白
ら
生

揃
ら
れ
よ
う
と
は
言
わ
畑
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
重
衡
を
生
揃
る
の
は
流
布
本

で
は
庄
の
商
家
、
長
門
本
＾
延
慶
本
）
及
び
『
吾
妻
鍍
』
で
は
梶
原
景
時
、
但

し
流
布
本
で
は
梶
原
源
太
が
矢
を
射
か
け
て
い
る
。
ま
た
長
門
本
＾
延
慶
本
）

で
は
梶
原
源
太
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
簾
の
梅
の
歌
問
答
で
重
衡
の
使
者
に
「
い

け
と
り
と
ら
ん
た
め
と
お
も
へ
は
」
と
詠
み
返
し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
「
敦
盛
」
の
敦
盛
・
熊
谷
謂
に
「
濱
軍
」
、
知
盛
・
知
章
謂

が
統
く
こ
と
の
意
昧
で
あ
る
。
「
濱
軍
」
は
け
な
げ
な
我
子
知
章
を
犠
牲
に
し

て
一
人
生
き
な
が
ら
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
武
将
知
盛
の
悲
痛
な
思
い
を
描
く
。

流
布
本
（
巾
院
本
も
）
で
は
、
知
盛
が
知
章
の
討
死
を
見
捨
て
、
名
馬
井
上
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
宇

を
泳
が
せ
て
平
家
の
船
に
乗
り
移
り
、
宗
盛
に
「
い
か
な
る
父
な
れ
ば
、
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
の
が
　
　
｛
ゐ

討
た
る
・
を
不
レ
助
ケ
し
て
、
是
迄
遁
れ
参
っ
て
候
ふ
や
ら
ん
」
（
九
8
9
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

述
懐
す
る
ま
で
一
続
き
に
語
ら
れ
る
。
が
読
み
本
系
で
は
知
盛
が
逃
れ
て
船
に

乗
り
移
り
、
名
馬
井
上
が
主
人
と
の
別
れ
を
悲
し
む
件
り
が
特
筆
さ
れ
、
こ
こ

で
話
が
敦
盛
熊
谷
諏
に
転
じ
、
盛
衰
記
で
は
熊
谷
が
敦
盛
を
討
っ
た
後
、
長
門

本
（
延
慶
本
）
で
は
敦
盛
の
遺
骸
送
り
の
後
で
、
前
記
の
知
盛
の
述
懐
と
な
る
。

知
盛
の
悲
劇
そ
の
も
の
を
描
く
に
は
、
流
布
本
等
語
り
本
系
の
一
ま
と
ま
り
の

叙
述
が
ま
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
流
布
本
等
で
は
敦
盛
・

熊
谷
諏
と
、
知
盛
・
知
章
諏
と
は
各
々
独
立
し
て
関
連
を
有
し
な
い
。
我
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

同
年
の
若
武
者
敦
盛
を
討
っ
た
熊
谷
の
悲
し
み
と
、
我
子
知
章
を
犠
牲
に
し
た

父
知
盛
の
痛
み
を
交
錯
さ
せ
る
読
み
本
系
の
叙
述
は
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目

か
ら
三
段
目
の
構
想
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
林
住
家
」
で
忠
度
が
、
流
し
の
枝
の
短
冊
を
負
っ
て
出
陳
し
て
行
く
の
は
、

読
み
本
系
の
み
に
あ
る
梶
原
源
太
触
の
梅
（
盛
衰
記
三
十
七
。
流
布
本
「
二
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
懸
」
の
段
に
当
る
）
に
よ
る
着
想
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
く
は
ん
げ
ん
　
　
　
　
　
　
せ
ん
と
う

　
　
し
い
か
管
絃
は
く
け
仙
洞
の
も
て
あ
そ
び
物
。
と
う
ゐ
い
か
で
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ん

　
　
し
ま
。
な
に
は
づ
の
こ
と
ば
を
存
ず
べ
き
な
れ
共
。
か
ぢ
原
は
心
の
か
う

　
　
も
人
に
す
ぐ
れ
。
す
き
た
る
遭
も
ゆ
ラ
也
け
り
。
さ
き
み
だ
れ
た
る
む
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
凸

　
　
が
え
を
。
や
な
ぐ
ゐ
に
そ
へ
て
ぞ
さ
し
た
り
け
る
。
か
・
り
け
れ
ば
。
梅

　
　
の
は
な
は
ち
り
け
れ
共
。
に
ほ
ひ
は
そ
で
に
ぞ
の
こ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
功

　
　
　
ふ
く
か
ぜ
を
な
に
い
と
ひ
け
ん
梅
の
は
な
ち
り
く
る
時
ぞ
か
は
ま
さ
り

　
　
　
け
る

　
　
と
云
ふ
る
き
こ
と
ば
ま
で
も
。
お
も
ひ
い
で
け
れ
ば
。
平
家
の
き
ん
だ
ち

　
　
　
　
は
な

　
　
は
。
花
え
び
ら
と
て
ゆ
う
な
り
。
や
さ
し
と
口
々
に
ぞ
か
ん
じ
給
ひ
け
る
。

こ
の
件
り
が
、
古
態
の
延
慶
本
を
受
け
つ
い
だ
長
門
本
で
は
、

　
　
（
梶
原
源
太
は
）
武
芸
遺
ゆ
・
し
く
兄
え
け
る
印
に
、
や
さ
し
き
事
は
片

　
　
を
か
な
る
梅
の
ま
た
さ
か
り
な
る
を
、
一
枝
お
り
て
ゑ
ひ
ら
に
さ
し
く
し

　
　
て
、
敵
の
中
へ
か
け
入
て
、
戦
時
も
ひ
く
時
も
梅
は
風
に
ふ
か
れ
て
さ
と

　
　
ち
り
け
れ
ば
、
か
た
き
も
御
方
も
こ
れ
を
み
て
か
ん
し
け
る
処
、
城
内
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筒
）

　
　
り
よ
は
ひ
三
十
は
か
り
な
る
男
の
、
禍
衣
ひ
た
・
れ
に
あ
ら
い
か
は
の
曹

　
　
き
て
、
馬
に
は
の
ら
す
、
弓
わ
き
に
は
さ
み
て
す
・
み
出
申
け
る
は
、
本



　
　
三
位
巾
将
殿
御
使
に
て
候
。
梅
か
さ
・
せ
、
給
て
候
に
｝
せ
と
候
。
こ
ち

　
　
た
か

　
　
な
く
も
み
ゆ
る
物
か
な
さ
く
ら
か
り
と
｝
も
は
て
の
に
、
源
太
馬
よ
り
飛

　
　
下
て
、
し
は
し
御
返
箏
巾
候
は
ん
と
て
、
い
け
と
り
と
ら
ん
た
め
と
お
も

　
　
へ
は
と
そ
｝
た
り
け
る
＾
巻
十
六
）
。

こ
の
長
門
本
は
、
花
を
か
ざ
し
て
出
陣
す
る
こ
と
以
上
に
、
源
平
両
軍
の
武
士

が
、
花
の
枝
と
歌
を
め
ぐ
っ
て
応
答
を
す
る
「
林
住
家
流
し
の
枝
」
の
段
の
構

想
と
緊
密
に
結
び
つ
く
。
歌
を
伝
え
に
く
る
の
が
、
主
君
の
命
を
受
け
た
侍
、

背
後
に
兎
衡
の
存
在
、
と
い
う
設
定
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
梶
原
源
太
の
「
生

け
鳥
と
ら
ん
為
と
思
へ
ば
」
が
歌
心
の
表
れ
と
言
え
る
か
、
は
疑
…
で
あ
る
に

し
て
も
、
少
な
く
と
も
長
門
本
（
延
慶
本
）
の
作
者
は
、
修
羅
の
巷
の
戦
場
で
、

一
瞬
、
敵
昧
方
を
感
ぜ
し
め
た
「
や
さ
し
き
事
」
と
し
て
こ
の
件
り
を
語
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
ω
ぎ
　
　
H
づ
　
　
早
い
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ぢ
宇
う

「
林
住
家
」
の
主
眼
も
ま
た
、
「
源
平
互
に
鋪
を
削
り
刃
を
あ
ら
そ
ふ
戦
場
」

に
程
近
い
「
埴
生
の
宿
」
で
、
歌
と
花
に
よ
り
敵
昧
方
の
心
が
交
流
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
長
門
本
の
簸
の
梅
（
延
慶
本
は
艘
の
桜
）
の
歌
物
語
を
「
忠
度
最

後
」
の
筋
の
短
冊
と
結
び
合
わ
せ
、
「
や
さ
し
き
事
」
に
、
義
経
の
武
士
の
情

を
新
た
に
加
え
て
浄
瑠
璃
化
し
た
の
が
、
「
一
谷
燃
軍
記
」
ニ
ノ
切
で
あ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
前
稿
以
来
の
課
題
で
あ
る
が
、
長
門
本
を
宗
輔
が
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
実

　
　
　
　
　
　
＾
3
）

証
で
き
て
い
な
い
。
作
者
と
し
て
は
、
盛
衰
記
の
触
の
梅
を
敷
術
し
た
ま
で
で
、

長
門
本
と
「
林
住
家
」
に
、
花
と
歌
の
応
答
、
主
着
の
命
で
歌
を
伝
え
る
使
者
、

重
衡
揮
と
の
閑
わ
り
、
梶
原
が
生
捕
り
に
く
る
こ
と
等
の
類
似
な
い
し
符
含
が

み
ら
れ
る
の
は
、
す
べ
て
偶
然
に
す
ぎ
な
い
、
近
世
演
劇
で
、
花
の
枝
を
使
っ

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
蝋
耶
記
」
二
段
目
考

た
場
面
は
多
々
あ
り
、
長
門
本
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
、
と
の
反
論
が
出
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
確
か
に
近
世
演
劇
で
、
花
の
枝
を
め
ぐ
る
応
答
の
場
面
は
め
づ
ら
し
く
な
い
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
、
ご
く
軽
い
場
面
は
別
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
那
須
与
市
西

海
硯
」
ニ
ノ
ロ
で
、
梶
原
景
時
の
妻
が
梅
の
枝
を
夫
と
子
（
源
太
）
に
示
し
て

諌
死
す
る
場
の
如
く
、
花
に
よ
そ
え
、
謎
を
含
ま
せ
て
塾
言
や
通
告
を
行
な
う

局
面
に
多
い
。
し
か
し
「
林
住
家
流
の
枝
」
の
場
合
は
、
義
経
が
、
山
桜
の
歌

入
集
の
し
る
し
に
、
忠
度
自
筆
の
短
冊
を
忠
度
の
許
へ
送
る
時
の
作
法
と
し
て
、

短
冊
を
山
桜
の
流
し
枝
に
付
け
る
の
で
、
義
経
の
風
雅
の
心
、
「
や
さ
し
き
」

配
慮
の
表
わ
れ
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
謎
や
諌
言
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
い
。

近
世
演
劇
と
し
て
、
単
純
す
ぎ
る
ほ
ど
単
純
な
こ
の
歌
と
花
の
局
面
故
に
、
む

し
ろ
、
し
か
る
べ
き
典
拠
が
州
意
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
長
門
本
の
生
田
・
一
谷
合
戦
記
の
部
分
に
は
、
忠
度
、
重
衡
、
知
盛
・
知
章
、

敦
盛
・
熊
谷
の
物
語
に
一
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
合
戦
場
面
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
く
。
他
方
、
盛
衰
記
の
同
じ
箇
所
、
巻
三
十
七
ニ
ニ
十

八
は
、
説
話
排
列
の
順
序
の
未
整
理
、
挿
語
の
末
端
肥
大
、
注
記
の
混
入
な
ど

に
よ
り
、
甚
だ
雑
然
と
し
て
い
る
。
忠
度
、
重
衡
、
知
盛
・
知
章
、
敦
盛
・
熊

谷
の
物
語
を
、
一
つ
の
構
想
に
納
め
る
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
は
、
流
布
本

の
ほ
か
に
、
盛
衰
記
以
上
に
、
長
門
本
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
し
か
し
流
布
本
の
端
正
な
構
成
に
盛
衰
記
の
個
々
の
記
述
を
適
切
に
織

り
込
ん
で
い
け
ば
、
同
様
の
構
想
が
得
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
流
し
の

枝
」
の
歌
と
花
を
め
ぐ
る
応
答
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
長
門
本
に
よ
る
と
断
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



す
る
こ
と
は
舳
来
な
い
。
た
だ
、
も
し
作
者
が
長
門
本
を
読
ま
ず
し
て
、
こ
れ

だ
け
長
門
本
（
突
質
的
に
は
鎌
倉
時
代
の
延
慶
本
）
に
近
い
線
で
一
段
を
構
想

し
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
作
者
に
お
け
る
巾
世
文
芸
の
浸
透
度
の
深
さ
は
、

並
々
で
な
い
。
今
の
段
階
で
は
、
ま
ず
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
＾

　
「
林
住
家
の
段
」
の
主
題
は
「
見
送
ク
る
姿
ふ
り
返
る
心
の
種
の
詠
歌
も
昔

　
　
　
　
　
　
　
ち
O
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
1
れ

な
が
ら
の
山
桜
。
散
行
身
に
も
指
か
ざ
す
流
シ
の
枝
の
短
冊
は
。
世
々
に
誉
を

残
す
種
」
の
あ
た
り
に
凝
縮
さ
れ
る
、
忠
度
の
歌
と
恋
と
花
へ
の
思
い
で
あ
ろ

う
。
「
林
住
家
」
に
は
忠
度
の
「
さ
・
波
や
」
の
ほ
か
に
い
ま
一
首
、
六
弥
太

が
林
と
菊
の
前
に
詠
み
か
け
る
歌
が
で
て
く
る
。
局
面
と
し
て
は
前
掲
丙
の
、

流
布
本
巻
五
3
3

　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
か
さ
｛
つ
か
は

　
　
其
の
後
此
の
女
厩
、
薩
燦
の
守
の
許
へ
、
小
袖
を
一
重
遣
す
と
て
、
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
昌
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
ラ

　
　
里
の
名
残
の
惜
し
さ
に
、
一
首
の
歌
を
書
添
へ
て
被
レ
送
け
る
。

　
　
　
　
あ
づ
，
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
と

　
　
　
　
束
路
の
草
葉
を
わ
け
ん
袖
よ
り
も
た
・
ぬ
快
の
露
ぞ
こ
ぽ
る
・

　
　
薩
摩
の
守
の
返
班
に
、

　
　
　
　
わ
か
れ
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
書

　
　
　
　
別
路
を
何
か
歎
か
ん
越
え
て
行
く
闘
も
む
か
し
の
跡
と
思
へ
ば

に
基
く
脚
色
が
既
に
「
須
磨
都
源
平
螂
鰯
」
序
切
に
あ
る
。
即
ち
六
弥
太
が
妹

裡
菊
の
恋
人
忠
度
を
見
逃
し
、
忠
度
に
身
を
隠
す
菅
蓑
を
渡
し
て
や
る
、
と
い

う
、
小
袖
を
菅
蓑
に
や
つ
し
た
脚
色
で
、
そ
こ
の
地
の
文
に
「
深
き
思
ひ
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
れ
ぢ

が
み
の
や
。
詞
に
い
は
ぬ
別
路
の
ふ
り
切
ル
涙
。
」
と
忠
度
の
「
別
路
」
の
歌

が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
「
林
住
家
」
で
は
、
六
弥
太
が
林
と
菊
の
前
に
忠
度
の
錦
の
片
袖
を
切

　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
な

っ
て
与
え
、
「
右
キ
の
腕
を
落
チ
方
の
。
軍
に
討
ナ
死
し
給
ひ
し
。
」
忠
度
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

後
を
暗
示
す
る
が
、
「
別
路
」
の
歌
は
引
か
ず
、
別
に
六
弥
太
が
「
是
も
英
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

人
の
形
兄
と
思
へ
共
。
猶
な
つ
か
し
き
袖
の
う
つ
り
香
」
の
歌
を
詠
じ
る
。

　
「
こ
れ
も
そ
の
」
の
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
十
巻
二
十
冊
に
な
い
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

以
外
の
和
歌
索
引
も
、
井
上
宗
雄
氏
の
御
教
示
を
得
て
い
く
つ
か
当
っ
た
が
、

見
閉
せ
の
よ
う
で
あ
る
。
が
並
木
宗
輔
は
こ
の
歌
を
「
軍
法
富
士
兄
西
行
」
ニ

ノ
切
で
、
西
行
の
娘
写
絵
姫
に
、
西
行
か
ら
松
波
靭
負
に
託
さ
れ
た
銀
猫
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
の
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

炉
を
コ
狐
の
。
袖
に
乗
。
是
も
典
人
の
筐
と
思
へ
共
。
猶
な
つ
か
し
き
袖
の
移

○
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
，

香
父
上
恋
し
と
抱
か
・
へ
。
」
と
い
う
形
で
詠
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
か
な
り

珍
し
い
歌
の
、
「
軍
法
寓
士
見
西
行
」
と
の
共
有
は
、
当
然
「
林
住
家
」
が
宗

輔
作
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
に
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
忠
度
の

袖
に
因
む
歌
と
し
て
、
前
掲
の
女
房
の
「
束
路
の
草
葉
を
わ
け
ん
袖
よ
り
も

た
・
の
秩
の
露
ぞ
こ
ぼ
る
・
」
の
歌
も
、
そ
の
他
平
家
物
語
に
数
あ
る
「
袖
」

や
「
形
兄
」
の
歌
も
、
勿
論
忠
度
自
身
の
「
別
路
」
の
歌
も
用
い
ず
、
自
作

（
確
か
に
義
仲
と
西
行
を
め
ぐ
る
平
家
物
語
で
は
あ
る
）
で
一
度
使
っ
た
特
殊

な
歌
を
、
あ
え
て
持
ち
込
ん
で
く
る
作
者
の
意
図
は
、
皮
肉
で
あ
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
歌
自
体
の
出
典
は
未
詳
だ
が
、
三
条
西
実
隆
の
『
再
昌

草
』
に
は
「
こ
れ
も
そ
の
し
る
へ
せ
し
世
の
か
た
み
そ
と
思
ふ
に
人
の
と
ふ
も

な
つ
か
し
」
の
類
歌
が
見
え
る
。
「
袖
の
移
り
香
」
と
い
う
句
が
そ
も
そ
も
、

『
新
編
国
歌
犬
観
』
で
見
る
隈
り
、
『
秋
篠
月
清
集
』
『
拾
遣
愚
草
』
以
後
の
も

の
で
あ
る
。
作
者
は
中
世
和
歌
に
対
す
る
あ
る
認
識
（
後
述
）
に
基
い
て
、
こ

の
歌
を
使
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
林
住
家
の
段
」
に
お
け
る
「
歌
」
の
主
題
を
表
わ
す
修
辞
と
し
て
、
二
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み

八
頁
引
州
文
前
後
の
「
心
の
極
の
詠
歌
」
－
－
－
古
今
序
の
発
想
　
　
を
踏
ま
え

た
種
尽
し
が
あ
る
。
古
今
序
の
活
州
も
宗
輔
の
案
出
で
は
な
く
「
須
磨
都
源
平

螂
燭
」
が
、
謡
山
「
俊
成
忠
度
」
を
媒
介
と
し
な
が
ら
「
ま
さ
き
の
か
づ
ら
永

　
　
　
　
え
い
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
わ

き
世
に
」
「
詠
歌
の
徳
は
六
ツ
の
品
」
＾
序
切
）
。
「
心
を
種
と
し
て
。
」
（
四
ノ

切
）
と
古
今
庁
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
た
だ
「
須
磨
都
源
平
螂
鰯
」
が
、
古
今

序
と
、
は
っ
き
り
分
る
形
で
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
林
住
家
」
で
は
「
心

の
種
」
＾
古
今
庁
は
「
心
を
種
」
）
と
い
う
一
般
的
述
語
が
あ
る
だ
け
で
、
よ
ほ

ど
注
意
し
て
聴
か
な
け
れ
ば
、
段
切
り
の
種
づ
く
し
が
古
今
序
に
基
い
て
い
る

こ
と
を
見
過
ご
し
て
し
ま
う
。
即
ち
「
歌
」
を
主
題
と
す
る
一
段
の
締
め
く
く

り
に
、
古
今
序
の
発
想
を
踏
ま
え
る
の
は
、
作
者
白
体
の
文
学
的
欲
求
に
よ
る

も
の
で
、
古
今
集
を
表
に
出
す
衡
学
的
な
狙
い
は
な
い
。
こ
れ
は
「
林
住
家
の

段
」
に
お
け
る
文
章
作
り
の
基
本
方
針
と
い
え
る
。

　
「
林
住
家
」
は
、
平
家
物
語
の
生
田
・
一
谷
合
戦
の
構
想
を
踏
ま
え
、
そ
の

説
話
を
㎜
い
て
作
劇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
叙
述
さ
れ
る
箏
柄
が
平
家

物
語
と
共
通
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
ば
忠
度
の
上
新
が
「
錦
」

で
あ
る
と
か
、
忠
度
が
「
鬼
神
」
の
如
く
強
い
と
か
い
っ
た
語
句
は
、
平
家
物

語
に
基
く
と
は
い
え
、
源
平
軍
記
物
の
浄
瑠
璃
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に

使
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
忠
度
が
「
狐
川
よ
り
引
返
し
」
俊
成
を
訪
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

は
、
謡
曲
「
忠
度
」
に
よ
る
修
辞
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
近
世
人
に
と
っ
て
は
一

つ
の
成
句
と
化
し
て
お
り
、
菊
の
前
の
名
と
の
関
連
も
含
め
、
忠
度
劇
に
は
不

可
欠
の
語
句
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
共
通
基
盤
は
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
立
入
っ

た
文
章
表
現
で
、
平
家
物
語
や
謡
曲
「
忠
度
」
か
ら
語
句
を
と
っ
て
い
る
例
、

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
考

と
な
る
と
、
「
林
住
家
」
に
は
、
兄
当
た
ら
氾
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ね

度
の
「
か
ば
ね
は
野
山
に
さ
ら
す
共
」
の
言
葉
は
、
流
布
本
「
骸
を
野
山
に

さ
ら
　
　
　
　
　
さ
ら

曝
さ
ば
曝
せ
」
＾
七
4
8
）
に
よ
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
か
も
知

　
　
　
　
　
　
　
4

れ
な
い
。
が
成
立
論
的
に
い
う
と
、
こ
れ
は
平
家
物
語
で
は
な
く
、
「
須
磨
都

源
平
螂
燭
」
か
ら
の
襲
州
で
あ
る
。

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
が
敦
盛
・
熊
谷
劇
に
関
し
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
か
ら
受

け
た
影
響
が
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
は
「
「
一
谷
燃
軍
記
」
孜
」
が
指
摘

す
る
通
り
で
あ
る
が
、
「
林
住
家
の
段
」
に
限
っ
て
は
、
作
者
は
「
須
磨
都
源

平
螂
閥
」
序
切
、
四
ノ
切
の
文
を
、
下
敷
き
的
に
大
幅
に
利
用
し
て
い
る
。

「
か
ば
ね
は
野
山
に
」
の
件
り
は
特
に
顕
著
で
、

　
　
a
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う

　
　
　
讐
敵
の
手
に
か
・
り
か
ば
ね
は
野
山
に
さ
ら
す
共
。
此
世
の
本
ン
望

　
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
め
　
　
か
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
c

　
　
敷
キ
島
の
遭
を
求
し
甲
斐
な
ら
ん
と
。
思
ふ
心
の
一
6
筋
に
。

右
の
a
b
c
す
べ
て
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
序
切
に
同
一
語
句
が
あ
り
、
他
に

も
こ
ま
か
い
語
句
の
一
致
は
沢
山
あ
る
。
二
段
目
前
半
「
陣
門
・
組
討
」
で
は

極
力
、
平
家
物
語
及
び
巾
世
文
芸
資
料
に
よ
っ
て
文
章
を
組
み
立
て
て
い
る
作

者
が
、
後
半
「
林
住
家
」
で
平
家
物
語
や
謡
山
を
さ
し
お
き
、
手
近
な
浄
瑠
璃

の
先
行
作
の
文
章
を
大
幅
に
摂
取
す
る
の
は
ど
う
い
う
意
図
に
よ
る
の
か
。
た

と
え
ば
右
の
a
の
部
分
を
、
原
典
の
流
布
本
な
り
盛
衰
記
な
り
の
文
章
に
さ
し

か
え
、
下
敷
き
で
あ
る
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
の
痕
跡
を
留
め
ぬ
よ
う
に
す
る

こ
と
は
、
作
者
に
と
っ
て
い
と
易
い
操
作
で
あ
る
は
ず
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
モ

　
い
ま
一
例
挙
げ
る
と
「
林
住
家
」
の
忠
度
の
登
場
で
「
急
ぎ
の
遣
も
行
幕
レ

て
。
や
ど
り
も
が
な
と
安
か
し
こ
。
」
と
あ
る
「
行
暮
レ
て
」
は
、
平
家
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



の
忠
度
の
歌
に
よ
る
文
章
の
よ
う
に
兄
え
る
が
、
こ
れ
も
近
松
の
「
最
明
寺
殿

百
人
上
脇
」
に
「
や
ど
り
も
が
な
と
夕
が
ほ
の
」
「
天
下
を
さ
ぼ
く
御
身
に
も
。

此
へ
ん
た
う
は
行
く
れ
て
」
と
あ
る
の
を
並
木
宗
輔
の
処
女
作
「
北
条
時
頼

記
」
の
「
女
は
ち
の
木
」
に
襲
㎜
し
た
も
の
が
直
按
の
典
拠
で
あ
る
。
「
女
鉢

の
木
」
は
豊
竹
越
前
少
按
の
十
八
番
で
、
十
八
世
紀
前
・
巾
期
の
観
客
は
「
天

下
を
さ
ば
く
仰
身
に
も
。
此
へ
ん
た
う
は
行
く
れ
て
」
を
流
行
歌
の
如
く
口
調

　
　
　
＾
6
〕

ん
で
き
た
。
も
し
作
考
ガ
こ
こ
で
、
平
家
物
語
の
格
調
を
文
章
の
上
で
保
と
う

と
思
う
な
ら
ば
「
行
幕
て
」
に
「
女
鉢
の
木
」
を
連
想
さ
せ
る
「
や
ど
り
も
が

な
」
＾
「
女
鉢
の
木
」
冒
頭
近
く
に
あ
る
）
を
接
統
さ
せ
る
は
ず
が
な
い
。
要
す

る
に
作
考
は
「
林
住
家
の
段
」
の
文
章
に
限
り
、
白
作
、
他
作
を
…
川
わ
ず
、
手

近
な
浄
瑠
璃
を
土
台
と
し
て
作
文
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但

し
そ
の
手
近
な
も
の
に
、
安
易
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
か
つ
…
　
　
　
　
　
　
　
　
な
’
－
リ

　
「
林
住
家
」
の
終
結
句
「
引
わ
か
れ
行
眺
の
空
も
名
残
や
お
し
む
ら
ん
」
は

「
須
磨
都
源
平
螂
瑚
」
四
ノ
切
の
終
結
句
「
す
ま
の
う
ら
風
ふ
き
残
す
花
も
。

な
ご
り
や
お
し
む
ら
ん
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」

で
は
こ
の
前
の
文
が
「
こ
の
下
蔭
の
思
ひ
の
宿
涙
を
袖
の
あ
る
じ
と
は
」
云
々

と
あ
り
「
花
も
。
な
ご
り
」
で
収
め
る
ま
で
、
謡
曲
「
忠
度
」
の
「
須
磨
の
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
』
か
げ
　
　
た
ぴ
　
　
牛
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
昌
じ

風
も
心
せ
よ
」
と
終
結
句
「
木
陰
を
旅
の
宿
と
せ
ば
。
花
こ
そ
主
な
り
け
れ
」

に
依
る
修
辞
で
あ
る
。
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
序
切
、
四
ノ
切
で
は
、
ほ
か
に

も
謡
曲
「
忠
度
」
「
俊
成
忠
度
」
か
ら
さ
か
ん
に
語
句
を
と
っ
て
い
る
。
し
か

し
「
林
住
家
」
は
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
か
ら
「
名
残
や
お
し
む
ら
ん
」
の
語

句
は
借
り
る
が
、
「
須
磨
の
浦
風
」
と
か
「
花
」
と
か
、
謡
曲
「
忠
度
」
を
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

色
づ
け
る
語
句
が
入
る
こ
と
を
避
け
る
。
特
に
「
花
」
の
語
を
注
意
深
く
避
け

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

　
「
忠
度
」
の
謡
本
に
は
「
花
」
と
い
う
語
が
十
八
回
で
て
く
る
。
　
「
花
を
も

憂
し
と
捨
つ
る
身
の
」
で
始
ま
り
、
「
花
こ
そ
主
な
り
け
れ
」
で
終
る
「
忠
度
」

が
「
花
で
持
っ
た
能
」
（
校
遭
萬
里
雄
「
能
本
の
概
観
」
『
岩
波
講
座
　
能
・
狂

言
m
　
能
の
作
者
と
作
品
』
）
で
あ
る
こ
と
に
、
浄
瑠
璃
作
者
は
気
付
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
「
須
磨
都
源
平
蹴
燭
」
で
忠
度
が
登
場
す
る
庁
切
、
三
ノ
ロ
、

四
ノ
切
に
は
、
「
花
」
と
い
う
単
語
が
計
十
八
回
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
謡
曲

「
忠
度
」
を
直
接
典
拠
と
す
る
庁
切
・
四
ノ
切
で
は
、
「
花
」
の
語
は
計
十
七
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
｝

だ
が
、
「
花
」
が
語
頭
に
く
る
複
合
語
「
花
薄
」
を
含
め
る
と
十
八
回
に
な
る
。

　
し
か
る
に
「
林
住
家
」
に
は
「
花
」
の
単
語
、
及
び
「
花
」
が
語
頭
に
く
る

名
詞
が
、
一
回
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
「
林
住
家
」
の
作
者
は
、
謡
曲
「
忠
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

の
語
句
を
直
按
摂
取
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
「
忠
度
」
の
「
統
象
」
　
（
横
道
一

で
あ
る
「
花
」
の
語
も
、
一
切
、
使
う
ま
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
並
木
宗
輔
は

「
一
谷
燃
軍
記
」
犬
序
で
は
、
「
さ
．
・
波
や
」
の
歌
の
曲
来
を
、
謡
曲
「
忠
度
」

な
ら
ぬ
謡
血
「
志
賀
」
に
よ
っ
て
述
べ
て
い
る
。
「
源
平
布
引
滝
」
三
ノ
切
の

「
実
盛
」
、
「
義
経
千
本
桜
」
ニ
ノ
切
の
「
舟
弁
慶
」
「
大
原
御
幸
」
、
本
曲
二
段

目
前
半
の
「
敦
盛
」
等
々
、
近
松
没
後
の
作
者
で
並
木
宗
輔
ほ
ど
縦
横
に
謡
山

の
語
句
を
文
巾
に
組
み
込
ん
だ
作
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
推
に
謡
曲
的

語
句
を
自
在
に
操
れ
る
、
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
本
曲
二
段
目

前
半
に
お
け
る
「
敦
盛
」
の
劇
中
劇
的
活
州
、
そ
の
序
詞
と
し
て
二
段
目
冒
頭

に
引
か
れ
る
「
通
盛
」
文
巾
の
「
鵯
越
」
と
、
初
段
・
三
段
目
で
地
理
的
検
証



を
経
て
川
い
ら
れ
る
「
鵯
越
」
の
語
と
の
質
的
違
い
、
等
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
班
盤
に
立
っ
て
、
「
忠
度
」
劇
で
「
花
」
の
単
語
を
使
わ
氾
、
と
い
っ
た

独
自
の
避
択
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
花
」
の
単
語
を
使
わ
胆
こ
と
で
、
「
林
住
家
の
段
」
が
、
「
花
」
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

の
イ
メ
ー
ジ
を
排
除
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
「
山
桜
」
の
語
は
四
回
使
わ
れ
、

「
山
桜
の
流
シ
枝
」
に
結
ん
だ
「
さ
．
・
波
や
」
の
短
冊
の
歌
が
、
こ
の
段
の
主

題
で
あ
り
、
そ
の
主
題
－
歌
と
花
1
が
、
謡
幽
「
忠
度
」
の
「
花
」
の
統

象
と
重
な
り
あ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
須
磨
都
源
平
蹴
瑚
」
は
謡
曲
「
忠
度
」
の
語
句
を
多
く
と
り
入
れ
、
忠
度

関
係
の
段
で
、
「
花
」
の
語
を
謡
幽
と
同
じ
く
十
八
回
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
外
形
的
扱
い
に
留
ま
っ
て
い
る
。
「
林
住
家
」
は
謡
曲
「
忠
度
」

と
、
語
句
の
安
易
な
摂
取
を
避
け
主
題
だ
け
を
汲
み
上
げ
る
と
い
う
、
甫
度
な

次
元
で
閑
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
林
住
家
の
段
」
は
賃
仕
箏
で
そ
の
日
を
幕
す
老
女
の
貧
家
を
舞
台
と
し
、

勘
当
し
た
放
蕩
息
子
が
盗
み
に
入
り
、
人
足
廻
し
の
口
き
き
で
戦
場
の
人
夫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

雇
わ
れ
て
い
く
ま
で
の
端
場
は
、
い
た
っ
て
近
世
的
な
世
話
風
の
場
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

け
れ
ど
も
そ
の
端
場
の
マ
ク
ラ
、
「
昔
よ
り
安
も
名
に
お
ふ
。
津
の
国
の
。
兎

ば
ら
　
　
　
　
　
　
か
†
か
　
　
　
　
は
ー
ニ
ム
　
　
　
甲
ど
　
　
ひ
と
り
品
　
　
　
　
は
や
」
　
　
　
　
　
い
と
な
み
　
　
　
　
は
η

原
の
里
に
幽
な
る
埴
生
の
宿
に
独
居
の
。
林
は
老
の
営
に
糸
針
取
っ
て
人

L
ご
と
＾
〃
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
担
く
　
　
　
冊
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
た
モ
か
れ

為
業
つ
．
・
り
さ
せ
て
ふ
洗
濯
の
。
糊
か
い
物
を
打
盤
の
。
手
元
も
暗
き
黄
昏

時
。
」
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
歌
語
雅
語
が
駆
使
さ
れ
、
歌
修
行
の
旅
人
忠
度
の

登
場
、
忠
度
と
林
が
訊
り
合
う
㎜
は
文
語
文
脈
が
保
た
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、

太
五
平
が
出
て
い
る
閉
は
口
語
主
体
の
世
話
場
と
な
る
が
、
切
場
の
菊
の
前
の

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
考

登
場
か
ら
再
び
雅
語
が
多
用
さ
れ
る
。
世
話
場
の
前
後
に
歌
語
雅
語
が
多
用
さ

れ
て
も
、
少
し
も
災
和
感
が
な
い
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」

四
段
目
で
、
傾
城
に
化
け
て
六
弥
太
の
館
に
来
た
菊
の
前
に
、
姿
と
不
釣
合
な

歌
語
室
言
わ
せ
、
「
桜
姫
束
文
章
」
ま
が
い
の
お
か
し
み
を
狙
う
が
、
こ
の
よ

う
な
古
典
と
の
断
絶
感
は
「
一
谷
鰍
軍
記
」
三
段
目
ま
で
に
は
、
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。

　
「
一
谷
燃
軍
記
」
四
段
目
の
如
き
末
期
的
徴
候
と
は
異
な
る
が
、
「
須
磨
都
源

平
螂
閥
」
で
も
、
平
家
物
語
の
雅
文
調
や
軍
記
の
和
漢
混
渦
文
脈
の
間
に
、
裡

菊
と
六
弥
太
の
口
語
の
全
話
が
絶
え
ず
入
り
込
み
、
読
者
・
観
客
は
、
近
世
的

日
常
性
に
引
き
戻
さ
れ
る
。
が
「
林
住
家
の
段
」
で
は
、
切
場
の
忠
度
の
登
場

以
後
、
口
誹
を
極
力
抑
え
、
文
語
文
脈
に
よ
る
調
和
を
保
つ
。
切
場
の
後
半
以

後
、
口
語
を
し
ゃ
べ
る
女
性
の
発
語
を
少
な
く
し
、
段
切
の
忠
度
と
菊
の
前
が

名
残
を
惜
し
む
件
り
も
す
べ
て
地
の
文
で
、
演
劇
的
な
動
き
は
人
形
の
演
技
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

任
せ
る
。
最
後
は
「
は
て
し
涙
の
悲
し
み
を
倶
に
な
づ
み
て
耳
を
た
れ
い
な
・

　
　
　
　
あ
は
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
た
づ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
つ
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
’
』
リ

く
。
声
も
哀
そ
ふ
駒
の
。
足
取
リ
諦
手
綱
引
わ
か
れ
行
晩
の
空
も
。
名
残
や

お
し
む
ら
ん
」
と
、
馬
が
主
人
の
心
を
感
じ
て
悲
し
み
噺
く
軍
記
物
の
憂
愁
表

現
に
収
飲
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
こ
に
は
二
一
六
頁
に
述
べ
た
平
家
物
語
で
知
盛

の
名
馬
井
上
が
別
れ
を
惜
し
む
読
み
本
系
叙
述
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
「
一
谷
燃
軍
記
」
二
段
目
切
「
林
住
家
の
段
」
で
、
作
者
は
平
家
物
語
も
謡

曲
も
、
語
句
そ
の
も
の
を
直
按
州
い
る
こ
と
を
避
け
、
ご
く
手
近
な
浄
瑠
璃
先

行
作
を
叩
き
台
と
し
、
近
世
的
な
貧
家
に
舞
台
を
設
定
し
な
が
ら
、
い
つ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二



に
か
、
山
桜
の
流
し
枝
に
托
さ
れ
た
風
雅
の
心
、
武
人
に
し
て
歌
人
で
あ
る
忠

度
の
思
い
に
、
観
客
を
引
き
こ
ん
で
い
く
。
そ
れ
は
、
平
家
物
語
、
謡
曲
、
幸

若
と
、
巾
世
文
芸
の
語
句
を
こ
ま
か
く
分
解
し
、
再
構
成
す
る
形
で
、
も
う
一

つ
の
「
平
家
物
語
」
を
組
み
立
て
て
い
く
二
段
目
前
半
「
陣
門
・
組
討
」
と
、

文
章
づ
く
り
の
方
法
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
平
家
物
語
を
核
と
す
る
巾
世
的
世

界
に
可
能
な
隈
り
肉
述
す
る
姿
勢
は
、
同
じ
な
の
で
あ
る
。

三

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
と
謡
山
と
の
閑
わ
り
合
い
を
、
今
少
し
槻
点
を
変

え
て
眺
め
て
み
た
い
。

　
浄
瑠
璃
の
二
段
目
が
、
巾
世
の
軍
記
や
謡
曲
と
深
く
関
わ
る
こ
と
は
「
一
谷

鰍
軍
記
」
の
み
の
現
象
で
は
な
い
。
『
貞
享
四
年
義
太
夫
段
物
集
』
に
い
ラ

「
初
段
恋
・
二
段
口
修
羅
・
三
段
目
愁
嘆
・
四
段
目
遭
行
・
五
段
目
閉
答
」
の
、

五
段
組
織
音
山
理
念
と
能
の
五
番
立
の
閑
係
は
、
近
石
泰
秋
『
操
浄
瑠
璃
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ん
く
ミ

究
』
等
で
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
五
段
二
綴
る
ハ
能
の
番
組
．
．
同

じ
。
」
（
竹
豊
故
琳
）
と
い
っ
て
も
、
具
体
的
に
重
な
り
合
う
の
は
二
段
目
修
羅

の
み
で
あ
る
。
能
の
三
番
目
塑
物
と
浄
瑠
璃
の
三
段
目
愁
嘆
な
ど
は
、
全
く
対

照
的
な
内
容
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
石
氏
の
述
べ
る
如
く
、
筑
後
橡
＾
義

太
夫
）
は
能
の
方
式
を
そ
の
ま
ま
浄
瑠
璃
に
当
て
は
め
る
つ
も
り
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
』
咀
リ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

「
修
羅
」
に
し
て
も
、
能
を
意
識
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
古
播
磨
太
夫
の
秘

さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
中
う
」

蔵
せ
ら
れ
し
抽
子
有
。
聞
人
も
こ
ぶ
し
を
に
ぎ
る
様
に
気
を
た
る
ま
ず
か
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
二

也
」
と
、
金
平
風
の
修
羅
場
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
中
世
的
軍
記
の
流
れ
に

立
つ
戦
闘
場
面
が
語
ら
れ
る
、
と
い
う
点
だ
け
が
、
能
の
「
修
羅
」
と
共
通
す

る
の
で
あ
る
。
筑
後
按
・
近
松
没
後
、
二
段
目
の
あ
り
方
に
変
化
は
生
じ
た
が
、

二
段
目
修
羅
の
理
念
は
、
広
い
意
昧
で
は
保
た
れ
た
。
完
成
期
の
浄
瑠
璃
で
、

二
段
目
物
の
典
型
と
さ
れ
る
「
義
経
千
本
桜
」
の
「
渡
海
屋
の
段
」
は
、
平
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
巾

の
武
将
知
盛
を
主
人
公
と
し
、
戦
い
の
場
が
あ
り
、
知
盛
自
身
の
口
か
ら
「
修

ら
だ
う
　
　
く
る

羅
道
の
苦
し
み
」
が
語
ら
れ
る
。
金
平
風
で
は
な
く
、
能
の
修
羅
に
非
常
に
近

い
。　

た
だ
素
材
論
的
に
い
う
と
、
「
渡
海
屋
の
段
」
は
、
修
羅
能
を
ふ
ま
え
た
作

で
は
な
い
。
「
渡
海
屋
」
の
直
按
的
素
材
、
謡
曲
「
舟
弁
慶
」
は
五
番
目
物
の

怨
霊
物
で
、
二
番
目
物
修
羅
能
と
は
別
で
あ
る
。
世
阿
弥
に
よ
る
完
成
以
後
の

修
羅
能
は
、
怨
霊
物
で
は
な
く
、
「
源
平
な
ど
の
名
の
あ
る
人
の
事
を
、
花
鳥

　
　
　
つ
く
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

風
月
に
作
り
寄
せ
」
、
修
羅
道
か
ら
現
れ
た
霊
で
あ
ろ
う
と
も
「
殊
に
花
や
か

な
る
所
あ
り
。
」
＾
八
帖
花
伝
書
）
と
い
わ
れ
る
曲
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
世
、
死
後
を
問
わ
ず
、
闘
課
の
さ
ま
を
兄
せ
る
場
が
あ
れ
ば
、
二
段
目
修

羅
で
あ
る
、
と
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
の
能
の
分
類
に
照

し
、
平
家
の
名
あ
る
武
将
の
事
を
、
花
鳥
風
月
に
作
り
寄
せ
た
世
阿
弥
の
二
番

目
物
「
敦
盛
」
「
忠
度
」
二
曲
の
、
詞
章
で
は
な
く
風
情
を
、
浄
瑠
璃
の
舞
台

に
移
す
こ
と
を
試
み
た
の
が
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
「
組
討
」
と
「
林
住

家
流
し
の
枝
」
で
あ
っ
た
。

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
に
も
、
戦
闘
場
面
は
あ
る
が
軽
い
場
に
す
ぎ
な
い

（
敦
盛
・
熊
谷
の
組
討
は
、
文
章
か
ら
も
節
付
け
か
ら
も
、
戦
闘
場
面
で
は
な



い
）
。
闘
謙
の
場
を
二
の
次
と
し
て
、
花
鳥
風
月
を
先
に
立
て
る
修
羅
能
の
作

り
方
－
歌
と
花
を
主
題
と
す
る
「
忠
度
」
、
前
場
で
「
樵
歌
牧
笛
」
に
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
巾
う

場
で
「
今
様
瑚
詠
」
の
巾
の
舞
に
笛
を
愛
し
た
若
武
者
の
心
を
表
わ
す
「
敦

盛
」
1
1
浄
瑠
璃
作
者
は
こ
れ
を
継
承
し
て
「
林
住
家
の
段
」
で
「
流
シ
の
枝

の
短
冊
」
に
主
題
を
凝
縮
さ
せ
、
「
陣
門
・
組
討
」
で
、
小
次
郎
が
城
中
の
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
王
　
　
　
　
　
　
＾
リ

絃
に
心
耳
を
澄
ま
す
場
面
と
玉
織
姫
の
「
術
の
管
絃
の
笛
の
時
」
の
述
懐
を
照

応
さ
せ
た
。

　
並
木
宗
輔
が
こ
の
よ
う
な
、
能
そ
の
も
の
の
方
法
に
踏
み
こ
ん
だ
、
浄
瑠
璃

と
し
て
は
特
異
の
試
み
を
行
な
っ
た
背
景
に
は
「
林
住
家
」
の
初
演
者
駒
太
夫

の
芸
風
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
作
の
五
年
後
、
宝
暦
六
年
の
『
竹
豊
故
事
』
に
「
一
谷
鰍
軍
記
」
ニ
ノ
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
う
げ
ん
　
　
　
じ
ゆ
ん
し
よ
く
む
　
ひ

を
語
っ
た
豊
竹
駒
太
夫
の
芸
凪
を
「
幽
玄
至
妙
潤
色
無
比
」
と
評
す
る
。
「
幽

玄
」
は
同
沓
の
五
段
組
織
の
説
閉
同
様
、
能
に
擬
え
た
評
語
で
あ
る
が
、
『
八

帖
花
伝
菩
』
の
「
幽
玄
」
「
恋
慕
」
の
説
閉
な
ど
を
勘
案
し
、
浄
瑠
璃
の
語
り

口
に
あ
て
は
め
て
言
い
換
え
る
と
、
ほ
ば
「
優
英
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
う
王
ん
め
う
ぜ
つ
お
ん
せ
い

『
竹
豊
故
箏
』
は
「
組
討
」
を
語
っ
た
二
代
目
若
太
夫
を
「
優
艶
妙
絶
音
声
無

類
」
と
す
る
。
駒
太
夫
の
「
幽
玄
」
、
若
太
夫
の
「
優
艶
」
、
と
も
に
「
優
芙
」

　
　
　
　
＾
M
〕

の
意
を
含
む
が
、
若
太
夫
の
「
優
艶
」
は
花
や
か
さ
に
、
駒
太
夫
の
「
幽
玄
」

は
能
に
通
ず
る
如
き
気
品
に
、
重
き
を
置
い
た
評
諦
で
あ
ろ
う
。
「
一
谷
鰍
軍

記
」
二
段
目
は
こ
の
、
「
優
艶
」
「
幽
玄
」
な
る
太
夫
の
芸
風
を
考
慮
し
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
存
曲
「
組
討
」
「
林
住
家
」
の
優
芙
な
曲
趣
か

ら
も
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
一
一
段
目
考

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
は
並
木
宗
輔
の
豊
竹
座
復
帰
第
一
作
で
あ
る
。
か
つ
て
の

豊
竹
座
時
代
と
も
六
年
閉
の
竹
本
座
時
代
と
も
、
演
者
の
陣
容
が
異
な
る
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
眼
目
の
三
ノ
切
は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
忠
臣
蔵
騒
動

に
よ
る
解
体
以
前
の
、
竹
本
座
黄
金
時
代
体
制
の
中
核
、
「
佐
太
村
」
「
酢
屋
」

等
の
初
演
者
筑
前
少
橡
（
此
太
夫
）
が
受
持
つ
の
で
、
何
の
不
安
も
な
い
。
だ

が
ニ
ノ
切
の
駒
太
夫
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
の
豊
竹
座
時
代
と
現
在
で
は
駒
太

夫
自
体
の
地
位
も
違
う
上
に
、
忠
臣
蔵
騒
動
で
筑
前
少
橡
（
此
太
夫
）
が
去
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
）

た
跡
の
竹
本
座
座
頭
と
な
っ
た
大
和
檬
と
よ
く
似
た
山
風
の
持
主
＾
現
在
で
も

駒
太
夫
と
大
和
風
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
で
も
あ
り
、
宗
輔
は
竹
本
座

に
お
け
る
大
和
橡
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
経
験
か
ら
も
、
十
分
の
配
慮
が
必
要
で

あ
っ
た
。
三
ノ
切
の
筑
前
少
探
の
知
的
な
芸
凪
と
は
異
る
、
非
写
実
、
優
芙
の

表
現
に
、
駒
太
夫
の
長
所
は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
二
段
目
修

羅
の
、
強
く
き
び
き
び
し
た
語
り
口
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
駒
太
夫
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
。
前
半
を
受
持
つ
二
代
目
若
太
夫
も
、
駒
太
夫
と
近
い
と
こ
ろ

　
　
＾
1
6
一

の
あ
る
美
声
家
で
あ
る
。
二
段
目
修
羅
と
優
芙
さ
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、
幽

玄
な
る
修
羅
能
「
敦
盛
」
「
忠
度
」
の
風
情
を
二
段
目
の
前
場
後
場
に
移
し
、

平
家
物
語
風
の
簡
素
な
筋
立
て
、
さ
ら
さ
ら
と
も
た
れ
幻
運
び
で
、
抽
象
化
さ

れ
た
中
世
古
典
芙
の
世
界
を
聴
か
せ
る
1
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
制
作
の

背
写
真
は
、
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
に
引
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
も
っ
と
も
現
存
番
付
面
だ
け
を
手
懸
り
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
輔
が
「
一
谷
燃

軍
記
」
を
書
い
て
い
た
宝
暦
元
年
＾
寛
延
四
年
、
一
七
五
一
）
中
頃
ま
で
の
段

階
で
、
ニ
ノ
切
駒
太
夫
の
配
役
が
確
定
し
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



年
の
豊
竹
座
で
十
一
月
以
前
に
上
演
さ
れ
た
時
代
物
三
本
の
う
ち
、
新
作
二
本

は
確
か
に
駒
太
夫
が
ニ
ノ
切
で
あ
る
が
、
い
ま
一
本
の
再
演
物
で
は
百
合
太
夫

が
ニ
ノ
切
を
語
っ
て
い
る
。
作
者
の
創
作
意
図
と
演
者
の
芸
風
と
を
安
易
に
結

び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
批
判
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
こ
こ
に
、

番
付
面
以
外
の
資
料
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
昌
じ

　
「
林
住
家
の
段
」
の
主
の
老
女
が
、
林
と
い
う
の
は
、
あ
り
ふ
れ
た
名
前
で

　
　
＾
1
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〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
主
　
　
　
　
ゆ
ん
で
　
　
　
　
　
　
い
た
や
ど

は
な
い
。
平
家
物
語
流
布
本
「
重
衡
虜
」
に
「
駒
の
林
を
弓
手
に
な
し
、
板
宿

†
　
’

須
磨
を
も
打
過
ぎ
て
」
九
撒
と
あ
る
駒
の
林
、
現
在
神
戸
市
長
田
区
駒
ケ
林
の

四
丁
目
、
住
宅
の
建
て
こ
ん
だ
狭
い
路
地
の
一
角
に
、
忠
度
の
腕
塚
堂
が
あ
る
。

忠
度
塚
と
か
腕
塚
と
か
称
す
る
も
の
は
、
神
戸
市
、
明
石
市
に
何
ケ
所
か
あ
る

が
、
『
兵
庫
名
所
記
』
に
「
忠
度
塚
こ
ま
が
林
一
丁
西
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
地

の
忠
度
旧
跡
は
、
十
八
世
紀
の
作
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
駒
が
林
の
忠

度
塚
に
因
み
、
駒
太
夫
の
語
る
忠
度
劇
に
、
林
と
い
う
狂
言
回
し
の
老
女
を
登

場
さ
せ
た
作
者
は
、
ま
さ
し
く
駒
太
夫
の
芸
風
を
意
識
し
て
「
林
住
家
の
段
」

を
書
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
駒
太
夫
風
の
実
体
で
あ
る
が
、
駒
太
夫
の
初
演
曲
と
し
て
は
「
林
住
家
」
の

ほ
か
に
「
祓
圃
祭
礼
信
仰
記
」
の
「
上
燗
屋
」
「
爪
先
鼠
」
が
著
名
で
山
が
現

存
す
る
。
音
楽
学
的
な
説
明
は
『
義
太
夫
節
の
様
式
展
開
』
の
「
竹
本
大
和

橡
・
豊
竹
駒
太
夫
」
（
垣
内
幸
夫
・
井
野
辺
潔
・
二
代
目
野
澤
喜
左
衛
門
）
及

び
蒲
生
郷
昭
「
『
林
住
家
の
段
』
の
音
楽
」
（
『
芸
能
の
科
学
』
1
8
）
に
よ
ら
れ

た
い
が
、
三
幽
と
も
東
風
最
右
翼
の
優
芙
な
曲
風
、
と
い
う
点
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
大
和
按
と
と
も
に
大
和
太
夫
（
大
和
彦
太
夫
）
の
芸
系
を
継
い
だ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四

と
は
、
宝
暦
八
年
『
女
大
名
束
西
評
林
』
、
寛
政
九
年
『
は
な
け
氾
き
』
の
記

す
と
こ
ろ
で
、
駒
太
夫
、
大
和
按
と
も
に
、
犬
和
太
夫
の
初
演
曲
「
阿
古
屋
琴

責
』
を
得
意
の
演
目
と
し
て
い
た
。
駒
太
夫
風
と
、
大
和
撮
の
大
和
風
と
は
旋

律
的
に
よ
く
似
て
お
り
、
音
楽
学
的
に
も
区
別
は
容
易
で
な
い
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
難
し
さ
の
原
因
は
主
と
し
て
束
風
と
西
風
が
絡
み
あ
っ
た
大
和
風
の
側
に

あ
る
。
純
束
風
の
優
芙
に
徹
す
る
駒
太
夫
風
の
特
色
は
、
伝
承
の
過
程
で
変
化

は
あ
っ
て
も
、
初
演
時
か
ら
今
日
ま
で
、
基
本
的
に
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
。

　
並
木
宗
輔
は
、
こ
の
非
写
実
的
で
「
幽
玄
」
と
評
さ
れ
る
如
き
駒
太
夫
の
芸

を
生
か
す
べ
く
、
世
阿
弥
式
修
羅
能
の
風
情
を
浄
瑠
璃
に
移
し
た
二
段
目
作
り

を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
宗
輔
の
作
法
、
「
愁
嘆
」
の
「
三
段

目
を
ま
な
こ
と
し
て
」
、
初
段
、
二
段
目
を
三
段
目
と
緊
密
に
結
び
つ
け
、
深

刻
な
劇
的
蔦
藤
を
追
求
す
る
作
法
を
、
二
段
目
に
関
し
、
変
更
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
。四

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
に
は
、
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
近

世
悲
劇
は
な
い
。
美
し
い
平
家
の
公
達
敦
盛
と
そ
の
許
嫁
の
姫
君
の
死
を
目
前

　
　
ぼ
う
ぜ
ん

に
「
忙
然
と
」
立
ち
つ
く
し
、
悉
多
太
子
を
送
っ
た
車
匿
童
子
の
悲
し
み
を
昧

わ
い
つ
つ
陣
所
へ
帰
る
熊
谷
と
、
討
死
の
前
に
、
和
歌
に
傾
け
た
思
い
が
、
源

氏
方
の
義
経
と
六
弥
太
の
情
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
た
喜
び
と
、
恋
人
へ
の
名
残



を
胸
に
秘
め
、
六
弥
太
の
献
ず
る
駒
を
歩
ま
せ
て
兎
原
の
埴
生
の
宿
か
ら
生
田

の
陣
所
へ
赴
く
忠
度
、
そ
こ
に
は
近
世
悲
劇
た
る
浄
瑠
璃
の
三
点
セ
ッ
ト
と
も

い
う
べ
き
、
思
愛
、
義
理
、
策
略
の
絡
ん
だ
劇
的
葛
藤
の
も
た
ら
す
愁
嘆
が
な

い
。
恋
も
、
情
も
、
悲
し
み
も
描
か
れ
る
が
、
人
情
に
訴
え
て
泣
か
せ
る
劇
で

は
な
く
、
古
典
的
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
、
い
わ
ば
能
に
お
け
る
「
非
人
情
の

＾
㎎
〕

芙
」
に
近
い
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
三
段
目
に
な
る
と
一
転
し
て
、
能
谷
が
敦
盛
を
討
っ
た
、
あ
の
「
組

討
」
の
場
而
と
い
う
の
は
、
実
は
熊
谷
が
源
氏
方
の
政
治
的
必
要
に
迫
ら
れ
、

敦
盛
と
称
し
て
自
分
の
子
を
殺
し
、
敵
味
方
、
諦
人
の
目
を
欺
い
て
い
た
の
だ
、

と
い
う
完
全
犯
罪
の
真
柵
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
も
の
の
あ

わ
れ
」
と
か
、
非
人
情
芙
、
幽
玄
芙
な
ど
と
は
次
元
が
違
っ
て
く
る
。
近
世
減

劇
と
し
て
の
浄
瑠
璃
の
巾
心
は
、
当
然
こ
の
三
段
目
に
あ
り
、
政
治
的
社
会
的

状
況
の
残
酷
さ
に
お
い
て
、
人
閉
が
如
何
に
生
き
る
か
、
と
い
う
ド
ラ
マ
は
、

三
段
目
で
追
求
さ
れ
る
。
二
段
目
「
組
討
」
に
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
伏
線
が
燗

到
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
舞
台
を
一
兄
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

伏
線
に
気
付
く
こ
と
な
く
、
「
林
住
家
の
段
」
と
と
も
に
、
二
段
目
全
体
が
巾

世
古
典
芙
的
情
趣
に
統
一
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
。

　
二
段
目
と
三
段
目
の
幽
風
の
違
い
、
と
い
っ
た
音
山
上
の
説
閉
に
千
言
を
賀

し
て
も
、
三
段
目
で
明
ら
か
に
な
る
残
酷
な
事
態
－
父
親
が
子
を
殺
し
て
い

た
「
組
討
」
の
場
　
　
が
、
ど
う
し
て
非
人
情
の
芙
で
あ
り
う
る
の
か
、
と
の

疑
問
は
当
然
溺
く
で
あ
ろ
う
。
答
え
は
た
だ
一
つ
、
二
段
目
で
熊
谷
と
小
次
郎

が
、
平
家
物
語
の
熊
谷
・
敦
盛
を
、
と
い
う
よ
り
も
、
．
や
が
て
平
家
物
語
で
語

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
鰍
琢
記
」
二
段
目
考

ら
れ
、
歴
史
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
熊
谷
・
敦
盛
の
役
を
、
き
わ
め

て
忠
実
に
減
じ
て
い
た
こ
と
、
に
尽
き
る
。
即
ち
「
組
討
の
段
」
を
は
じ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
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兄
た
観
客
は
、
平
山
の
「
敦
盛
」
、
能
の
「
敦
盛
」
同
様
の
、
も
の
の
あ
わ
れ

の
情
趣
深
い
一
段
と
し
て
受
け
と
め
つ
つ
も
、
そ
の
非
人
情
芙
の
情
趣
の
奥
に
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
と
は
い
え
、
平
曲
や
謡
山
と
は
別
の
、
胸
を
締
め
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
生
々
し
い
悲
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
つ

つ
三
段
目
ま
で
き
て
、
は
じ
め
て
そ
の
理
山
が
分
か
る
、
と
い
う
の
が
「
組

討
」
の
よ
き
舞
台
で
あ
る
。
基
調
は
ど
こ
ま
で
も
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
、
非
人

悦
芙
の
ひ
え
び
え
と
し
た
情
趣
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
飛
び
越
え
て
直
接
人
情
を

持
ち
込
む
と
、
「
組
討
」
は
べ
た
べ
た
し
た
通
俗
な
曲
に
な
る
。
文
楽
の
「
組

討
」
で
は
、
若
手
で
あ
れ
老
巧
の
名
手
で
あ
れ
、
そ
う
い
う
浅
薄
な
感
情
移
入

を
す
る
人
は
い
な
い
が
、
歌
舞
伎
の
「
組
討
」
に
は
、
往
々
に
し
て
こ
の
欠
点

が
兄
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
「
組
討
」
が
そ
の
よ
う
な
、
一
兄
非
人
情
芙
に
し
て
、
裏
に
極
め

て
複
雑
な
策
略
の
伏
線
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
林
住
家
」
に
は
、

裏
も
表
も
、
恩
愛
、
義
理
、
策
略
の
絡
み
あ
い
は
全
然
な
い
。
謎
や
「
心
底
」

や
計
脇
の
入
り
組
ん
だ
事
情
も
複
雑
な
愁
嘆
も
な
い
。
そ
う
い
う
推
理
劇
的
要

素
や
悲
劇
的
深
刻
さ
は
、
す
べ
て
熊
谷
・
敦
盛
劇
に
譲
り
、
ま
さ
に
「
幽
玄
」

一
色
に
終
始
す
る
。

　
た
と
え
ば
「
須
磨
都
源
平
螂
閥
」
で
は
、
六
弥
太
は
、
妹
裡
菊
の
主
君
の
愛

弟
子
で
あ
り
、
妹
智
に
当
る
忠
度
を
、
俊
成
館
で
わ
ざ
と
兄
逃
し
、
戦
場
で
は

自
ら
忠
度
に
討
た
れ
よ
う
と
し
、
ま
た
忠
度
も
六
弥
太
に
討
た
れ
よ
う
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五



二
人
の
義
理
の
立
て
合
い
と
裡
菊
の
嘆
き
が
展
開
さ
れ
る
。
兄
妹
、
主
従
、
恋

人
同
士
、
敵
昧
方
の
、
恩
愛
義
理
、
ま
た
わ
ざ
と
討
た
れ
よ
う
と
す
る
「
心

底
」
な
い
し
策
略
と
い
っ
た
、
近
世
的
人
間
関
係
に
絡
ま
れ
た
作
法
の
中
で
、

平
家
物
語
や
謡
曲
の
語
句
を
如
何
に
多
く
と
り
入
れ
て
も
、
中
世
文
芸
的
世
界

か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
並
木
宗
輔
は
「
林
住
家
の
段
」
で
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」

か
ら
随
所
に
語
句
を
摂
取
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
近
世
的
人
閉
関
係
に
基
く

作
法
を
採
ら
な
か
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
如
何
に
巾
世
古
典
芙
を
目
ざ
し
た
と
こ
ろ
で
、
浄
瑠
璃
は
、
近

世
・
十
八
世
紀
の
減
劇
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
流
し
の
技
の
短
冊
を
め
ぐ

る
忠
度
、
六
弥
太
、
菊
の
前
の
描
か
れ
方
と
、
平
家
物
語
の
説
話
や
主
題
が
重

な
り
合
う
と
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
長
門
本
で
簸
の
梅
の
歌
閉
答
に
み
ら
れ
る

戦
場
の
切
迫
感
は
、
戦
争
と
無
縁
の
世
紀
が
生
ん
だ
「
林
住
家
の
段
」
の
悠
長

さ
か
ら
は
、
求
む
べ
く
も
な
い
。
ま
た
策
略
や
入
り
組
ん
だ
事
情
は
な
い
、
と

い
う
が
、
大
序
で
六
弥
太
を
忠
度
の
許
に
向
か
わ
せ
た
義
経
の
武
士
の
情
の
根

底
に
、
敵
昧
方
を
越
え
て
名
歌
を
尊
ぶ
姿
勢
を
も
っ
て
、
和
歌
に
象
微
さ
れ
る

王
靭
文
化
を
、
源
氏
の
武
家
政
権
が
支
え
て
い
く
こ
と
を
後
白
河
法
皇
に
示
そ

う
と
し
た
政
治
的
配
慮
を
見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
う
い
う
近
世
戯
山
と

し
て
の
立
地
条
件
は
見
極
め
た
上
で
、
な
お
か
つ
浄
瑠
璃
一
般
の
義
理
の
絡
ん

だ
恩
愛
劇
の
方
法
と
は
異
る
も
の
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

五

二
二
六

　
「
林
住
家
の
段
」
は
詩
情
豊
か
な
名
曲
で
あ
る
が
、
楡
極
的
に
評
価
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
前
述
の
通
り
、
一
般
の
浄
瑠
璃
と
異
る
作
法
故

に
、
す
ぐ
れ
た
個
性
が
兄
落
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
確
か
に
そ

の
個
性
は
、
文
章
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
掴
み
に
く
い
而
が
あ
る
。
人
物
の
登
退

場
や
言
葉
の
や
り
と
り
一
つ
と
っ
て
も
、
蜘
的
必
然
性
を
追
っ
て
組
み
立
て
ら

れ
た
敦
盛
・
熊
谷
劇
と
違
い
、
い
わ
ば
つ
づ
れ
の
錦
式
で
、
文
章
を
読
ん
だ
だ

け
で
は
、
戯
山
文
の
確
定
性
が
乏
し
く
、
頼
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

梶
原
を
一
度
撃
退
し
た
忠
度
は
、
二
度
目
の
襲
来
ま
で
に
「
い
か
．
・
し
て
ふ
せ

が
ん
と
。
心
を
く
ば
る
」
も
の
の
、
結
局
何
ら
乎
を
打
た
ず
、
討
手
の
寄
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
れ

の
を
開
い
て
「
や
み
や
み
と
、
生
揃
ん
」
こ
と
を
く
や
む
。
名
将
忠
度
に
し

て
は
歯
が
ゆ
い
限
り
で
あ
る
が
、
も
し
こ
こ
で
忠
度
が
有
効
な
防
戦
策
を
考
え

て
行
動
し
、
六
弥
太
は
六
弥
太
で
一
閉
に
忍
ん
で
い
て
突
然
姿
を
現
わ
し
、
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
い

丁
発
止
の
や
り
と
り
を
は
じ
め
た
な
ら
ば
、
「
軍
ン
中
に
引
か
へ
し
願
ふ
詠
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
さ
へ

も
腰
お
れ
の
。
望
≡
も
か
な
は
ず
剰
。
さ
し
も
名
高
き
忠
度
が
。
斯
あ
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
れ
　
　
　
　
　
こ
う
た
い

や
に
身
を
忍
び
。
敵
に
か
こ
ま
れ
や
み
く
と
。
生
ケ
揃
ん
は
後
代
迄
。
か

　
　
　
ち
じ
よ
く
　
　
　
け
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し

ば
ね
の
恥
唇
名
の
穣
れ
。
ヘ
エ
・
口
惜
や
浅
ま
し
や
」
と
い
う
、
武
人
で
あ
る

以
上
に
詩
人
で
あ
っ
た
忠
度
の
悩
み
は
消
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
「
一
谷
燃
取
記
」
は
木
曽
義
仲
の
存
在
を
省
き
、
義

経
ら
が
直
按
平
家
を
都
か
ら
追
っ
た
よ
う
に
脚
色
さ
れ
て
い
る
。
初
段
か
ら



二
・
三
段
目
の
寿
永
三
年
二
月
、
三
月
は
、
史
実
と
は
別
の
抽
象
的
な
時
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
ン

る
。
し
か
し
一
た
び
時
が
設
定
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
主
筋
の
敦
盛
・
熊
谷
劇
で

は
、
そ
の
レ
ー
〃
の
上
で
合
理
的
に
時
間
が
進
行
す
る
。
が
、
忠
度
劇
に
関
し

て
は
、
既
に
源
氏
の
支
配
が
あ
る
期
間
統
い
て
い
る
京
へ
、
忠
度
は
何
時
ど
の

　
　
　
　
，
つ
わ

よ
う
に
「
狐
川
よ
り
引
か
へ
し
」
た
の
か
。
忠
度
を
追
っ
て
き
た
菊
の
前
は
、

女
の
足
で
京
か
ら
兎
原
の
里
（
芦
屋
市
）
ま
で
走
り
統
け
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、

二
段
目
後
半
の
「
林
住
家
」
は
前
半
の
「
陣
門
・
組
討
」
よ
り
前
の
出
来
箏
で

あ
る
ら
し
い
。
要
す
る
に
「
林
住
家
」
の
「
時
」
は
甚
だ
漠
然
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
を
説
閉
的
に
埋
め
て
い
く
こ
と
で
、
一
段
の
詩
備
が
薄
れ
、

「
歌
」
の
主
題
が
色
あ
せ
て
は
意
味
が
な
い
。
こ
れ
ら
、
字
面
だ
け
を
追
っ
て

い
く
時
に
指
摘
さ
れ
る
非
写
実
的
弱
点
は
、
実
際
に
駒
太
夫
風
の
お
っ
と
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

し
た
語
り
口
に
か
か
る
と
少
し
も
気
に
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
劇
的
葛
藤
よ
り

も
情
趣
に
重
き
を
お
く
語
り
口
に
あ
て
は
め
て
沓
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

人
物
の
到
着
以
前
の
時
、
処
が
抽
象
的
に
扱
わ
れ
、
課
題
解
決
型
の
劇
構
成
を

と
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
能
の
台
本
に
近
い
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
作
者
は
優
芙
で
音
楽
性
豊
か
な
駒
太
夫
の
芸
風
に
合
わ
せ
て
、
課
魎
解
決
型

の
構
成
、
葛
藤
追
求
型
の
作
文
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
戯
曲
と

し
て
は
、
写
実
性
は
後
退
し
た
が
、
主
人
公
の
、
具
体
的
行
動
で
は
な
く
情
念

に
主
体
を
置
く
台
本
作
り
の
方
法
を
欄
み
、
忠
度
の
歌
に
よ
せ
る
思
い
を
詩
情

豊
か
に
描
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
並
木
宗
輔
は
、
中
世
和
歌
と
巾
世
歌
人
へ
の
閑
心
の
深
い
作
者
で
あ
る
。
殺

伐
な
和
田
合
戦
記
に
、
小
倉
山
荘
で
の
実
靭
と
為
氏
＾
定
家
の
孫
）
と
の
出
全

　
　
　
　
　
　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
二
段
目
考

い
を
描
き
（
「
和
田
合
戦
女
舞
鶴
」
）
、
粗
野
な
武
骨
者
と
み
ら
れ
た
木
曽
義
仲

に
西
行
に
胸
中
を
語
ら
せ
＾
「
軍
法
當
士
兄
西
行
」
）
憎
ま
れ
役
の
梶
原
に
、
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
、
ム

衰
記
説
語
か
ら
「
和
歌
に
心
を
寄
七
し
武
士
」
の
一
面
を
兄
た
（
「
義
経
千
本

桜
」
一
。
特
に
悪
名
高
い
商
師
直
を
、
『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』
奥
書
の
記
述
を
手

が
か
り
に
「
ふ
ぼ
く
し
う
の
せ
ん
じ
や
」
（
「
狭
夜
衣
鴛
掩
剣
翅
」
及
び
「
煎
氏

将
軍
二
代
鑑
」
）
に
仕
立
て
、
師
直
の
実
体
が
大
平
記
の
足
利
の
忠
臣
か
ら
、

赤
穂
事
件
の
敵
役
に
変
っ
て
も
、
歌
人
の
側
面
は
受
け
継
が
れ
た
（
「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
）
。

　
け
れ
ど
も
た
と
え
ば
「
和
田
合
戦
女
舞
鶴
」
四
段
目
で
実
朝
と
為
氏
を
登
場

さ
せ
た
と
い
っ
て
も
、
劇
は
専
ら
荏
柄
平
太
の
斐
綱
手
を
め
ぐ
る
恩
愛
義
理
を

軸
に
展
開
し
、
最
後
に
実
靭
が
「
世
の
巾
は
」
の
歌
の
下
の
七
文
字
を
「
綱
手

か
な
し
も
」
と
詠
ん
で
綱
手
を
追
善
す
る
と
い
う
、
落
し
噺
的
な
名
歌
由
来
謂
、

歌
徳
諏
が
添
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
詩
と
し
て
の
和
歌
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
近
世
減
劇
で
和
歌
を
と
り
上
げ
る
場
合
、
名
歌
曲
来
諏
、
歌
徳

謂
、
あ
る
い
は
謎
解
き
、
色
紙
探
索
諏
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
象
的
な
扱
い
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
「
須
磨
都
源
平
螂
鰯
」
四
ノ
切
前
半
も
「
行
募
て
」
の
名

歌
曲
来
諏
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
「
一
谷
鰍
軍
記
」
で
は
、
忠
度
の
「
さ
．
・
波
や
」
の
詠
歌
は
「
犬

　
　
わ
ら
べ

打
ツ
童
も
知
ル
」
著
名
な
歌
で
あ
る
が
、
今
一
首
の
「
行
幕
て
」
の
歌
は
、

初
段
か
ら
三
段
目
ま
で
に
、
全
く
出
て
こ
な
い
。
「
忠
度
最
後
」
の
劇
で
あ
り

な
が
ら
「
行
幕
て
」
の
歌
が
、
直
按
に
も
間
接
に
も
引
か
れ
な
い
の
は
、
浄
瑠

璃
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
も
し
四
段
目
の
た
め
に
趣
向
を
残
し
た
の
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七



ば
、
凡
麻
な
四
段
目
作
者
は
、
立
作
者
の
配
慮
を
生
か
し
得
な
か
っ
た
訳
で
あ

る
が
、
対
四
段
目
の
配
慮
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ノ
切
に
「
行
慕
て
」
の
歌

を
出
さ
ぬ
こ
と
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
意
昧
が
あ
っ
た
。

　
前
述
の
通
り
、
「
林
住
家
の
段
」
は
「
花
」
と
い
う
語
を
使
わ
ず
に
、
歌
と

花
の
主
題
を
表
わ
そ
う
と
す
る
の
で
、
「
花
や
今
脊
の
」
の
下
の
句
を
直
接
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
呂
じ

く
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
「
行
慕
て
」
「
宿
」
「
主
」
「
今

符
」
と
い
う
語
は
、
普
通
動
詞
、
普
通
名
詞
と
し
て
こ
の
段
で
再
度
（
「
今
脊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
モ

は
一
度
）
使
わ
れ
て
い
る
。
忠
度
は
「
急
ぎ
の
道
も
行
幕
て
。
や
ど
り
も
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
き
ば

と
麦
か
し
こ
。
あ
れ
し
軒
端
も
ま
ば
ら
成
ル
。
ふ
せ
や
の
門
に
」
立
寄
る
。
軒

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
君
じ

端
も
ま
ば
ら
な
林
の
宿
で
、
主
の
や
さ
し
い
も
て
な
し
を
受
け
、
源
氏
の
武
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
L

か
ら
「
さ
．
・
波
や
」
の
短
冊
を
つ
け
た
山
桜
の
流
し
枝
を
贈
ら
れ
て
「
惜
か
ら

器
な
れ
共
閉
ケ
な
ば
陣
ン
所
一
立
帰
り
。
は
な
ぐ
敷
一
軍
を
せ
ん
一
。
と

流
し
の
枝
を
さ
し
か
ざ
し
て
陣
所
へ
赴
く
。
そ
の
途
上
で
「
行
幕
れ
て
木
の
下

影
を
宿
と
せ
ば
花
や
今
符
の
主
な
ら
ま
し
」
の
一
首
が
浮
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
せ
い
　
　
み
　
モ
ひ
と
も
じ

馨
は
自
然
と
思
い
至
る
。
「
蒜
辞
世
の
三
士
字
よ
み
得
た
り
く
一

（
「
須
磨
都
源
平
蹴
燭
）
と
い
っ
た
名
歌
曲
来
諏
で
は
な
く
、
詩
人
忠
度
の
心
に

歌
が
芽
生
え
る
種
を
描
い
て
い
く
一
段
な
の
で
あ
る
。

　
「
林
住
家
の
段
」
に
お
け
る
忠
度
の
造
形
が
優
れ
て
い
る
の
は
「
さ
．
・
波
や
」

の
歌
が
、
千
載
集
に
入
集
し
た
と
聞
い
た
だ
け
で
満
足
し
、
よ
み
人
知
ら
ず
と

さ
れ
た
こ
と
を
、
全
く
悔
や
ん
で
い
な
い
点
で
あ
る
。
「
須
磨
都
源
平
螂
閾
」

で
は
忠
度
が
生
き
て
い
る
う
ち
か
ら
、
謡
曲
の
「
何
中
々
の
千
載
集
の
。
歌
の

品
に
は
入
り
た
れ
ど
も
。
勅
勘
の
身
の
悲
し
さ
は
。
よ
み
人
知
ら
ず
と
書
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

し
事
。
妄
執
の
中
の
第
一
な
り
。
」
の
文
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
述
懐
し
、
六
弥

太
に
「
忠
度
に
な
り
か
は
り
然
る
べ
く
は
作
考
を
付
て
給
は
れ
と
。
（
中
賂
、

俊
成
卿
に
）
願
ふ
て
た
べ
」
と
訴
え
る
。

　
「
林
住
家
の
段
」
の
忠
度
に
は
、
歌
へ
の
思
い
は
あ
る
が
、
名
へ
の
執
着
は

な
い
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
点
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
作
者
は
自
由
な
創
作

態
度
で
、
謡
曲
「
忠
度
」
の
情
趣
を
生
か
し
つ
つ
、
謡
曲
と
も
先
行
浄
瑠
璃
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
L

品
と
も
別
の
人
間
像
を
摘
き
出
す
。
「
惜
か
ら
の
命
な
れ
共
閉
ケ
な
ば
陣
ン
所

一
立
帰
り
。
は
な
く
敷
一
軍
を
せ
ん
一
と
の
さ
わ
や
か
な
心
境
は
、
生
死
を

達
観
す
る
「
源
平
布
引
滝
」
の
実
盛
を
描
い
た
作
者
に
し
て
、
は
じ
め
て
書
き

得
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ノ、

　
「
一
谷
漱
軍
記
」
は
戯
血
構
造
上
、
大
序
で
義
経
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
二

つ
の
課
題
、
流
し
の
枝
の
短
冊
（
忠
度
・
六
弥
太
）
、
若
木
の
桜
の
制
礼
（
敦

盛
・
熊
谷
）
が
ニ
ノ
切
、
三
ノ
切
で
解
決
さ
れ
、
戯
曲
は
、
三
段
目
で
ほ
ぽ
完

結
し
て
い
る
。
並
木
宗
輔
は
四
段
目
以
後
の
筋
も
考
え
て
い
た
に
柵
違
な
い
が
、

出
来
上
っ
た
作
品
と
し
て
は
四
段
目
は
蛇
足
で
あ
る
。
し
か
も
曲
風
上
、
「
組

討
」
も
「
林
住
家
」
も
、
二
段
目
風
の
運
び
で
は
あ
る
が
、
四
段
目
的
な
優
英

さ
も
備
え
て
い
る
の
で
、
三
段
目
で
の
終
結
感
は
一
屑
強
く
な
る
。
寛
政
末
以

後
、
浄
瑠
璃
が
古
典
化
し
て
い
く
な
か
で
、
初
段
か
ら
三
段
口
ま
で
の
通
し
上

演
が
定
着
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。



　
た
だ
、
こ
の
形
が
定
着
す
る
以
前
、
「
一
谷
燃
軍
記
」
初
減
後
約
半
世
紀
閉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
）

『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
所
収
の
番
付
・
記
録
類
に
よ
れ
ば
、
初
段
か
ら
三
段

目
ま
で
の
通
し
上
減
を
み
る
こ
と
な
く
、
初
段
・
二
段
目
ま
で
の
上
演
と
、
三

段
目
の
み
の
上
減
と
が
別
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
二
段
目
に
優
芙
な
曲
が
二
場

統
き
、
音
楽
芙
を
満
喫
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
音
楽
芙
で
綴
ら
れ
た
平
家
物

語
・
謡
曲
的
世
㎜
介
を
独
立
さ
せ
た
上
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

一
フ
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
望
ま
し
い
上
演
方
式
で
は
な
い
。
二
段
目
の
平
家
物
語

的
世
界
を
、
現
代
（
近
世
）
の
視
点
で
解
釈
す
る
三
段
目
と
、
切
り
離
し
て
は

意
昧
を
な
さ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
二
段
目
の
中
世
文
芸
的
世
㎜
介
が
、
そ
れ
だ
け

で
独
立
し
う
る
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
こ
と
も
「
一
谷
燃
軍
記
」
と
い
う
作
品
の

一
つ
の
側
而
に
は
遠
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
前
稿
「
「
組
討
」
「
陣
屋
」
と
平
家
物
語
」
で
械
み
残
し
た
い
く
つ

か
の
問
題
に
何
ら
か
の
解
閉
を
行
な
う
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
、
w
び
、
二
段
目
論

の
み
で
紙
数
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
前
稿
に
は
い
ろ
い
ろ
と
不
術
や
説
明
不
十

分
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
幸
若
の
扱
い
に
不
徹
底
、
疎
漏
な
点
が
多
く
、
恥
ず

か
し
い
次
第
で
あ
る
。
今
一
度
稿
を
改
め
、
並
木
宗
輔
の
浄
瑠
璃
に
お
け
る
、

平
家
物
語
解
釈
史
を
辿
り
つ
つ
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
浄
瑠
璃
先
行
作
晶
と
の

関
係
、
長
門
本
、
中
院
本
、
謡
曲
、
幸
若
と
の
関
係
等
の
検
討
も
、
併
せ
て
行

な
い
た
い
と
思
う
。「

一
谷
嚇
軍
記
」
二
段
目
考

本
稿
は
九
二
年
二
一
月
一
二
口
、
歌
舞
彼
学
会
大
全
に
お
け
る
発
表
を
も
と
に
修
正
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
升
上
宗
雄
教
授
、
梶
原
正
昭
教
授
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
及
び

注
2
0
の
S
P
レ
コ
ー
ド
に
閑
し
、
N
H
K
デ
ー
タ
悩
棚
部
＾
旧
・
音
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の

米
齪
亮
氏
の
御
世
訴
に
な
っ
た
こ
と
を
、
厚
く
御
礼
卵
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

＾
1
）
　
『
並
木
正
三
一
代
噺
』
で
宗
助
が
「
三
段
目
を
許
な
が
ら
病
死
」
と
す
る
が
、
三
段

　
　
目
の
戯
舳
は
完
結
し
て
お
り
、
文
飾
で
あ
ろ
う
。
四
段
口
を
非
宗
輔
作
と
す
る
褒
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う

　
　
と
し
て
、
四
ノ
切
「
た
と
へ
年
ン
号
は
か
は
る
共
。
」
は
留
意
し
て
よ
い
。
案
田
順
子

　
　
「
＝
谷
臓
軍
記
」
に
見
る
忠
度
と
六
弥
太
の
閑
係
－
「
須
磨
都
淑
平
脚
燭
」
と
の
比

　
　
較
か
ら
ー
」
一
，
群
馬
県
立
女
子
大
学
　
固
文
学
研
究
」
6
）
は
、
四
ノ
ロ
「
今
都
で

　
　
　
　
　
た
H
　
，
』

　
　
は
口
利
の
牽
頭
さ
ん
。
喜
六
様
ン
宗
鋤
様
ン
　
＾
巾
略
）
か
ら
く
り
の
名
人
様
ン
達
チ
」

　
　
に
留
意
す
る
。
な
お
木
作
が
宗
輔
生
前
か
ら
合
作
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
。

　
　
　
　
　
　
ち
－
　
　
　
　
　
1
言
L

＾
2
）
　
従
っ
て
「
散
行
身
に
も
擶
か
ざ
す
流
シ
の
枝
」
は
、
「
勝
考
で
あ
る
源
氏
の
梶
原
源

　
　
太
の
み
な
ら
ず
、
敗
死
す
べ
き
忠
度
も
ま
た
、
」
の
意
と
な
る
。

＾
3
）
　
北
川
忠
彦
氏
が
前
稿
に
閑
し
苫
棚
で
「
艮
門
本
は
＾
巾
略
）
挙
げ
て
お
ら
れ
る
部
分

　
　
も
典
拠
と
い
う
に
は
少
し
苦
し
い
も
の
も
多
い
よ
う
で
す
」
と
い
わ
れ
た
。

＾
4
）
　
浄
瑠
璃
の
文
体
論
を
専
攻
す
る
川
口
節
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
『
再
昌
草
」
の
歌
の

　
　
抽
出
に
つ
い
て
も
同
様
。

一
5
）
　
伊
藤
正
義
校
注
『
謡
幽
集
」
＾
新
潮
古
典
集
成
一
巾
、
「
忠
度
」
頭
注
。

＾
6
一
　
閉
和
四
年
「
＝
百
太
平
記
」
第
五
参
榊
。

＾
7
）
　
実
際
の
上
演
で
は
こ
の
ほ
か
、
初
同
、
ワ
キ
の
着
き
ゼ
リ
フ
、
ア
イ
と
ワ
キ
の
作
り

　
　
等
に
何
回
か
＾
時
代
、
流
派
に
よ
り
災
同
あ
り
）
山
…
る
が
、
浄
瑠
璃
の
文
章
上
の
典
拠

　
　
と
し
て
は
、
近
世
に
刊
行
さ
れ
た
謡
本
の
範
囲
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
＾
引
州
本

　
　
の
ほ
か
、
新
潮
古
典
集
成
『
謡
幽
集
』
の
光
悦
本
、
及
ぴ
元
禄
八
年
岡
田
三
郎
右
衛
門

　
　
板
観
世
流
謡
本
を
参
椰
し
た
一
。

一
8
）
　
「
花
」
が
語
醐
に
こ
な
い
「
香
花
」
、
形
容
幼
詞
「
花
や
か
」
は
数
え
な
い
。

一
9
）
横
逝
前
拙
書
に
「
こ
の
「
忠
度
」
の
「
花
」
、
「
融
」
の
「
月
」
の
よ
う
に
、
能
一
番

　
　
を
通
し
て
流
れ
続
け
る
統
括
的
物
象
・
那
象
を
さ
し
て
、
統
象
と
呼
ぽ
う
と
思
う
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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あ
る
。
熊
木
に
お
け
る
統
象
の
重
要
性
に
搬
初
に
着
口
し
た
の
は
小
西
甚
一
で
、
こ
れ

を
統
一
イ
メ
ー
ジ
と
称
し
た
が
、
一
巾
略
）
試
み
に
統
象
と
言
い
替
え
て
み
た
。
」

　
従
っ
て
語
頭
に
こ
な
い
「
仇
花
」
、
形
容
詞
「
は
な
ぐ
敷
」
は
使
州
。

　
こ
の
世
話
風
の
場
面
の
も
と
は
；
一
谷
鰍
軍
記
」
孜
」
に
挙
げ
る
「
十
八
公
二
人

敦
盛
」
（
元
文
三
年
十
一
月
、
京
・
姉
川
束
十
郎
座
）
の
道
外
形
の
「
太
五
平
」
に
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
昭
和
五
十
年
十
一
月
八
日
、
N
H
K
テ
レ
ビ
で
、
農
村
歌
舞
伎

　
＾
聰
u
と

の
大
人
歌
擁
彼
＾
宮
崎
岨
）
の
「
流
し
の
枝
」
上
減
風
景
が
放
送
さ
れ
た
が
、
太
五
平

が
鎧
を
つ
け
る
場
面
が
長
々
と
滑
稽
に
減
じ
ら
れ
て
い
た
。
「
流
し
の
枝
」
は
着
想
段

階
か
ら
歌
舞
伎
的
な
要
素
を
抱
え
こ
み
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
文
芸
的
方
向
で
完
成

さ
れ
た
作
で
あ
る
ら
し
い
。
な
お
大
人
歌
舞
彼
に
つ
き
、
渡
辺
仰
夫
氏
の
御
教
示
を
得

た
。　

団
平
作
幽
「
壷
坂
」
の
マ
ク
ラ
に
流
州
。

　
出
典
は
一
応
幸
若
「
敦
盛
」
で
あ
ろ
う
。
前
稿
敦
盛
の
北
の
方
関
係
の
記
述
に
訂
正

の
必
要
が
あ
る
。

　
二
代
目
桁
太
夫
は
優
芙
だ
け
を
特
色
と
す
る
太
夫
で
は
な
い
が
、
注
1
5
引
川
の
『
は

な
け
の
き
』
の
記
述
、
及
ぴ
デ
ビ
ュ
ー
山
が
「
ひ
ら
か
な
盗
衰
記
」
の
「
笹
引
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
宝
艀
前
期
の
若
太
夫
評
の
「
優
艶
」
は
広
い
意
昧
の
優
芙
と
み
て
よ

い
。
な
お
、
千
葉
胤
兇
氏
か
ら
、
島
太
夫
の
芸
風
に
つ
い
て
、
御
教
示
を
得
た
。

　
寛
政
九
年
『
は
な
け
の
き
」
に
「
平
右
衛
門
鴫
太
夫
＾
二
代
n
若
太
夫
の
こ
と
）
駒

太
夫
内
匠
大
和
＾
大
和
惟
の
こ
と
一
右
三
人
と
も
大
和
彦
太
夫
＾
竹
本
大
和
太
夫
一
を

似
せ
て
語
る
。
」
と
あ
る
。

　
注
1
5
の
，
は
な
け
の
き
』
。

　
近
松
の
浄
瑠
璃
「
薩
喉
歌
」
で
腰
元
の
名
、
歌
舞
伎
「
女
郎
来
迎
柱
」
で
禿
の
名
に

み
え
る
。
＾
耽
舞
彼
は
ト
田
衙
等
作
成
の
「
歌
舞
伎
役
名
索
引
稿
」
参
照
）

　
浄
瑠
璃
の
「
人
棚
」
の
川
語
に
閑
L
、
白
方
勝
，
近
松
浄
瑠
璃
の
研
究
』
に
考
察
が

あ
る
。
な
砦
能
の
「
非
人
悩
」
芙
に
つ
い
て
、
本
旧
安
次
教
投
が
文
学
部
演
劇
科
閉
和

三
十
五
年
唖
の
芸
能
論
の
講
義
で
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
、
印
象
深
い
。

　
平
山
の
「
敦
盗
」
を
聰
い
た
こ
と
は
な
い
。
悲
嘆
を
語
る
曲
の
「
横
笛
」
な
ど
か
ら

一
四
〇

　
　
想
定
す
る
。

一
2
0
一
　
華
者
が
聴
い
た
本
曲
の
減
奏
は
①
豊
竹
山
城
少
探
・
鶴
澤
藤
蔵
＾
昭
和
二
十
七
年
四

　
　
月
N
H
K
ラ
ジ
オ
。
N
H
K
デ
ー
タ
悩
報
部
に
S
P
レ
コ
ー
ド
で
保
存
）
、
②
八
代
臼

　
　
竹
本
綱
大
犬
・
十
代
日
竹
澤
弥
七
＾
昭
和
四
十
年
二
月
N
H
K
ラ
ジ
オ
）
、
③
竹
本
越

　
　
路
大
夫
・
二
代
目
野
澤
専
左
衛
門
、
④
竹
本
越
路
大
夫
・
鶴
澤
清
治
、
⑤
豊
竹
呂
大

　
　
夫
・
四
代
目
野
澤
錦
糸
、
⑥
豊
竹
呂
大
夫
・
野
澤
錦
弥
で
あ
る
。
太
夫
の
演
出
と
し
て

　
　
は
、
山
城
少
権
と
綱
大
夫
の
二
系
統
に
分
か
れ
る
か
と
思
う
。
初
演
考
駒
太
夫
の
「
幽

　
　
玄
」
の
語
を
㎜
い
て
聾
嚥
的
に
評
す
る
な
ら
ば
、
綱
大
夫
は
「
幽
玄
」
を
取
り
立
て
て

　
　
「
物
ま
ね
」
を
次
に
し
、
山
城
少
探
は
ま
す
「
物
ま
ね
」
を
取
り
立
て
て
人
物
を
捕
写

　
　
し
、
し
か
も
「
幽
玄
」
の
山
趣
を
企
う
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

＾
2
1
〕
　
『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
に
は
、
初
段
か
ら
五
段
］
ま
で
適
し
た
原
作
通
り
の
再
演

　
　
記
録
は
な
い
。
が
演
刺
博
物
館
蔵
「
一
谷
嚇
軍
記
」
絵
尽
に
付
属
す
る
許
入
れ
に
宝
暦

　
　
十
三
年
二
月
一
日
・
京
・
石
切
大
芝
鵬
で
の
五
段
迦
し
上
減
記
録
が
あ
る
（
次
号
に
翻

　
　
刻
個
賊
予
定
）
。
初
段
か
ら
三
段
目
ま
で
の
上
減
記
録
は
『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
に

　
　
よ
れ
ば
寛
政
十
二
年
九
月
九
H
大
阪
北
新
地
芝
居
が
姓
初
で
あ
る
が
『
音
羽
赤
坂
人
形

　
　
調
査
搬
告
菩
』
＾
加
納
克
巳
・
人
形
芝
鵬
研
究
全
繍
一
に
寛
政
九
年
七
月
の
「
一
谷
鰍

　
　
軍
記
」
大
序
よ
り
三
段
目
ま
で
の
上
減
記
録
が
あ
り
、
地
方
へ
の
浸
透
状
態
か
ら
み
て
、

　
　
大
阪
で
も
寛
政
の
は
じ
め
頃
ま
で
に
は
初
－
三
段
』
遁
し
は
定
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ

　
　
る
。
な
お
原
作
四
段
口
も
、
天
保
九
年
七
月
稲
荷
芝
居
の
書
替
四
段
］
も
駄
作
で
、
今

　
　
日
上
演
の
意
昧
は
な
い
。

＊
木
稿
引
川
の
流
布
本
は
、
元
和
七
年
刊
本
を
底
本
と
す
る
梶
原
正
昭
校
注
『
平
家
物
語
」

＾
桜
楓
社
。
数
字
は
頁
。
醐
刻
文
の
＾
　
）
等
は
省
脇
）
、
『
源
平
盛
衰
記
』
は
早
稲
囲
大

学
図
苫
館
蔵
、
宝
永
四
年
刊
木
、
長
門
本
は
『
㎜
山
大
学
本
平
家
物
語
二
十
巻
』
に
よ
る
。

　
そ
の
他
の
引
川
に
㎜
川
い
た
翻
刻
は
、
謡
曲
は
『
謡
幽
三
百
五
十
番
集
』
、
『
八
帖
花
伝
苫
』

は
『
古
代
巾
世
芸
術
論
』
＾
H
本
思
想
大
系
）
、
『
信
長
記
』
は
『
古
典
文
庫
』
、
，
貞
享
四
年

義
太
夫
股
物
集
』
『
は
な
け
の
き
』
は
『
日
本
庶
民
文
化
史
科
炎
成
』
七
、
『
兵
昧
名
所
記
』

は
統
々
群
杵
類
従
』
木
。


